














は じ め に
新緑 の頃になると富士山麓の景色は大 きく変化す る。木々は緑に包 まれ 、フジザ クラの
小 さい白い花が一帯 に春かすみの よう咲 き、 ミツバ ツツジの紫色の花が枝の先 に浮 き上が
って見え、緑の中で絶妙なコ ン トラス トをつ くり出 している。
21世紀、初 めの年を迎 えた。私た ちを取 り巻 く環境問題は、非常 に複雑で厳 しさを増 し
ている。私たちは、この豊かで美 しい自然を次の世代 に継承す ることがで きるのだろ うか。
この地球 に生命が誕生 して以 来、生命は環境(地 球)と ともにお互いに影響 を及ぼ しな
がら歴 史を刻んで きた。生命は環境によってその形態や習性 をつ くり上げ、環境 に順応す
ることにより生存 して きた。 しか し、20世紀 とい う間に、人類 とい う生 き物は、環境 を変
えて しまう程の力を手に入れて しまった。
自然界では分解 しにくい化学物質の生産や産業の発展は、大気、水質等の環境汚染 を起
こ し、大量生産、大量消費、大.量廃棄 とい う社会経済 システムは、ごみ問題の深刻化 と同
時にエネルギー資源の枯渇 とい う問題をもた らした。社会経済活動 による二酸化炭素等の
排出 は地球の温暖化や オゾン層の破壊 とい う大きな問題 を発生 させ た。21世紀の時点で、
人類の活動は地球 の浄化能力の限界 を超 えて しまった。 これ は、人類の存続が危ぶまれて
いることに他ならない。
社会が持続的に発展 してい くためには、大量生産、大量消費、大量廃棄の悪循環 から抜
け出 し、社会経済活動 と個人の ライフスタイルを環境への負荷の少 ない ものへ と変えて行
かな くてはな らない。 この ような改革の時代 にこそ、「環境科学」 とい う視点が重要な も
のとなって くるのではないだろうか。
個人の伝統的な生活様式、生活習慣 についての価値観 、倫理観を持続可能な生活様式 の
ものへ と変 えてい く必要 があり、このよ うな個人の生活や習慣 を改革す るには、環境 に関
する情報提供や環境教育の実施 が不可欠となって くる。 また、個人や企業が活動する地域
社会 において も、 自らそれぞれの環境 を守 る活動 を行 う必要 があり、自然や動植物 に関心
を持 ち、資源を節約 し、物質 を再利用 し、廃棄物 を最小限 に抑 える取組みが必要である。
この ような自然 と人の生活が調和で きる地域づ くりを支援す るものと して、環境に関する
研究や科学的知見の充実が不可欠になると思 われ る。
当研究所は、開設か ら5年 目を迎 えた。富士山とい う豊かな自然が多 く残 る地域におい
て、「環境 首都 ・山梨」実現の ため、い くつかの研究 を行 って きた。 この年報は、これ ま
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気や水 をきれいに したり、気候 を緩和す るととも
に、私たちの心に うるおいややす らぎを与 えて く
れ る。
今 日の環境問題 を解決 し、快適な生活 を送 るた
めには、こうした自然の恵みを十分に受け ること
がで きる地域づ くりを進 めるとともに、私たち自
身、環境 に負荷 をかけない生活 を心がけ、 自然 と
人の生活 とが調和 した県土 を築 いてい くことが不
可欠である。
環境科学研究所は、本県の将来 を見据 え、予見
的 ・予防的な視点に立 った環境行政の展開 を支援
す ること を基本姿 勢 と して 、「研究 」、 「教育 」、
「情報」、「交流」の各機 能 を通 じて、こ うした県
七の実現 を支援す る。
情 報






交流す る場や機 会 を提供す ることにより、環境保















山梨の将来 を見据 え、「自然と人との共生」 を
テーマ とした研究 を進め ることにより、地域の 自
然と人の生活 とが調 和 し、自然 が持つ浄化能 力が
十分発揮で きる地域づ くりを支援す る。
教 育
子供 か ら大人 まで、幅広 く県民 に環境学習 の場
や機 会を提供 することにより、県民一人ひ とりが
環境への関心 を高め、 日々の生活が環境 に配慮 し







































































































プ ロジ ェク ト研究
中長期的 な視点から研究所 として取 り組 む戦略
的 な研 究 で、所員がプロジェク トチーム を組み 、
国内外の研究機関 とも連携 しながら3-5年 程度
の期間 を定めて行 う研究。
基盤研 究
プ ロジェク ト研究を推進 し、新た な課題 に対応
す るため、研究 員が各専門分野において取 り組 む
基礎 的な研究。
特定研 究
緊急の行政課題 に対応す るため、2～3年 程度






球 は変化 し、その姿 を変 えて きた。 この現象は、
地球表層部の岩石圏 と大気圏の境界面における風
化 ・侵食 を初め とす る物質循環システ ムの中で行
われて きたものである。このシステムに規制 され、
ヒ トを含 む生物 が育 まれて きた。 いいか えれば、
その時その時の地球表層部の岩石 ・地層等の状況
が水 を媒 体に して生物類に影響を与 えて きた、と
い うことである。この物質循環システムを過去か
ら現 在 までについて明 らかに し、その上で将来の
自然環境変動 を予測す る研究 などを進めている。
植物生態学研究室
本県の森林 、草原 、湖沼などの 自然生態系 にお
ける植物の分布や生態を明 らかにする。 これを基




現状把握 と温暖化の影響 、(2)富士山樹木限 界付近
に生育す る植物 の環境適応機構の解明、(3)富士北





活様 式の在 り方 を追究す る群集 生態学的 なア プ
ローチであ り、 もう一つは、県内の農林業 に対 し
大 きな影響 を与 えつつ あ る野生 動物の 分布 ・生
態 ・保全 ・管理 を追究す る野生動物保全管理学的
なアプローチである。前者は主にプロジェク ト研
究 「富士山の 自然特性 に関す る研究」であ り、後





の違 いや変化、人間活動の質 と量の違い等に よっ
て地域 ごとに異 なり、生体 に対 して種 々の影響 を
与 えている。そこで、微量元素 を中心 として環境
中の各種化学物質の測定 を行い、環境の現状 と変
化及び環境中の化学物質の生体に対す る影響 を明
らかにす る研究 などに取 り組 んでいる。
環境健康研究部 地域環境政策研究部
環境生理学研究室
プロジェク ト研究 「山梨 の自然 がもた らす快適
性 に関す る研究」 を中心に据 え、その他二つの プ
ロジェク ト研究 に関す る研究、および将来 プロジ
ェク ト研究 に発展 させ ることを目指 した基盤研究
を行っている。脳科学 、生理学、心理学 などの手
法 を総合的に用 いて、快適 な環境 を心 と身体の両
面 から評価す る"も の さし"を作 ることをプロジ
ェク ト研究 の第一 目標 と している。また、ヒ トが
どのよ うに環境 に適応 していくか(環 境適応の メ
カニズム)に つ いて も、並行 して研究 を行 ってい







基盤研究 と して 「脳 はいかに して私 たちの基礎体
温 を36.5℃に管理 しているのか」 を解明す るとと
もに、プ ロジェク ト研究の一環 として 「高体温 が
体の免疫機能 に与 える影響」に取 り組んでいる。
環境計画学研究室
本県の 自然環境 を人工衛星 リモー トセ ンシング
技術 を用いてモニ タリングする手法の開発 、特に、
植生指数や土地被覆分類手法の開発 を行 う。また、
過去 に取得 され た衛星 データと現在のデータを比
較す る手法の開発 を行 い、 この地域の自然環境の
変化 と社会 ・経済的な活動 との問の関連 を明 らか





境的 な質を制御す ることを目的 とした計画分野で
あ る。他の計画分野 と異な り、緑地計画 は用途の





を反映 し、特に自然環境の質的 ・量的把握 を空間
に関連づけて行 うことを大 きなテーマ としている。
人類生態学研究室
人々は、自らを取 り囲む環境 を変化 させていく




しなが ら地域住民の生活や健康 にどの ような影響
をおよぼすかについて、個 々の地域の特性の違い
を考慮に入れたフ ィール ド調査 を実施 することに
よって明 らかにす る。 さらに、地域住民が快適で










山梨大学 、茨城大学、筑波大学 、東京都立大学 、
玉川大学 、東京農工大、昭和大学、県森林総合研
究所 、県衛生公害研究所 、河 口湖 フィール ドセン
ター、環境庁国立環境研究所、農林水産省森林総
合研究所 、農林水産省農業環境技術研究所、千葉





富士 山は山梨県のみならず 日本の シンボルであ
り、その周辺 に見 られる豊 かな自然は世界に誇 る
貴重な財 産である。 この貴重 な富士山の自然 を後
世 に伝 えてい くためには、今後の適切 な保全の あ
り方 を決定す るための科学的知 見が必要 である。
必要 と され る知 見としては、富士山の 自然特性の
現状 としくみ を明 らかに してい くとともに、地球
レベルの環境変化 、地域の人間活動 による影響 を
把握 し、将来的な変化を予測す ることが重要で あ
る。 このよ うな観点か ら、本 プロジェク トは富士
山 お よび その周辺 の自然(土 壌 ・地 質 ・水 ・植
物 ・動 物)の 特性 に関 して現状 を把握 し、将来 を
予測す ることを 目的とす る。 また、今後の富士 山
周辺の 自然 を保全 してい くために必要 な知見を提
供 し、本県の富士山保全対策や施策 を支援 してい
くことを 目指す。
本 プ ロジェク トでは上記の 目的の ために、五つ
のサ ブテーマ を挙げて研究 を進めている。以下に、
その具体的内容 について概説す る。
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(1}リモー トセ ンシ ン グに よ る自然環 境 モ ニ タ リン
グ
富士 山周辺の自然特性 を総合的に理解す るため
には、LANDSATやSPOTなどの衛星 デ ー タを使
って植生や土地利用等に関す る現状 を解析 ・ビジ
ュアル化 す ることが有効な手段 となる。 そ こで、
本研究では、時期の異なる富士山周辺の衛星 デー
タを収集 し、過去か ら現在 までの 自然特性 の変 化
の把握 や将来 の予測 を可能 にす る手 法 を開発 す
る。 さらに、航空写真や航空機MSS画像 を用いた
環境モニ タリングシステムの開発 も行 う。




で おり、それ らが植生 に様 々な影響 を与 えるので
はないか と危惧 されている。本研究では、植物の
多様性や分布 を調査 して植生の現状 を把握 し、温
暖化 に対 して植生がどのように変化す るのか を明
らかにす る。具体的 には、調査地域 と して環境変
化 に敏感 な森林限界付'近の植生 と貴重 な原生林で
ある青木 ヶ原樹海 を取 り上 げ、温暖化 による森林
限界の上昇や青木 ヶ原の植物相の変化の可能性 に
つ いて予測す る。これ らの研究を詳細 かつ高い レ
ベルで行 うために、青木 ヶ原樹海 内には高 さ18m
の タワーを建設 し活用 している。
(3)動物群集 に関す る研究
富士 山は我 が国一の標高 を誇 り、その結果、実
に多様 な自然環境 を有 して いるが、近年観 光地 、
リゾー ト地 と して開発が進み 、自然環 境お よび 、
そこに生息す る動物相 に大 きな変化が生 じて きて
いる と言 われている。 そこで本研究 においては、
現在の富士山周辺 に見 られ る様 々な状態の自然環
境下 での、動物相 の実態 がどの ようになってい る
か を捉 え、自然環境の変化が動物相 にどの ような
影響 をもた らしているのかを調査す る。 また、そ
の成果を基盤 として、今後の富士山周辺の生物 多
様性保全の在 り方や環境に配慮 した開発等の在 り
方 について考察 を行う。
(4〕自然水(特 に地下水)の 質的特性の把握
富士山は透水性の高い地質 を持 ち、富 士山麓の
雨水や雪溶 け水は地下に浸透 して周辺地域の湧水
・地下水 となっている。これ らの水 は、忍野 八海
な どの観光資源 となると共 に、地域住民の飲料水
と して も活用 されてい る。 さらに、近年は良質な
ミネラル ウォーター として新たな産業資源に もな
っている。よって、富士山の地下水 の質 と量 を良
好に保つ ことは重要である。本研究 では、自然環
境の変化や人為的活動がどの様 に水質に影響 して
いるかを把握す るため に、富士山周辺の地下水 ・
湧水の水質を分析 し、質的特性 を明 らかにする。
(5}地質 ・土壌の特性の把握
富士山 を知 る上で もっとも基本 となる富士山の
火山活動によ りもたらされた岩石 ・火山灰等の分
布状況や年代 を明 らかにす る。そのために現地で
詳細な調査を行い、試料 を採取 し、物理的 ・化学
的特性 を把握 し、火山活動の変遷 など富士山形成
史を解明する。
研 究 成果
(1)リモー トセ ンシ ングに よる 自然 環境 モニ タ リン
グ
これ までに、ワークステーシ ョンを用いた画像
処理 システ ムの構築 、衛星画像 を効率良 く利用す
るためのCD-ROMライブラリーの整備 を行った。
また、1972、1988、1997年の植生指数図 と土地利
用図の作成や衛星デー タの立体表示手法 を確立 し
て富士北麓の立体画像を作成 した。
平成12年度 は、LANDSAT、SPOT、ASTER等




作成 を行った。また、環境変化 を定量的に明 らか
にするための手法の検討 を行 った。 さらに、樹木
の種類 を リモ ー トセ ンシングに よ り分類 す るた
め、樹種の異 なる トレーニ ングエ リアを富士北麓
地域 に設定 し、LANDSArデータを用いた樹種 分
類図 を作成 した。
今後 、VSW(植物 ・土壌 ・水)指 数 に よる植
物 、土壌分類図を作成す るとともに、植生指数図
と土地利用図か ら環境変化状況 を明 らかにす る手




これ までにカラマツ林か らカラマ ツが散在する
裸地 にかけ永久 コ ドラー トを設置 し、コ ドラー ト
の一部については出現 したカラマツと ミネヤナギ
の全ての個体 をマー クし、出現 した位置 、個体の
高 さと地際の茎の直径 、枝張 りの大き さを記録 し
た。 また、五合 目調査地の火山性 スコ リア荒原に
最 も普通 に出現す るイタ ドリとオ ンタデの光合成
の現地調査 を行 った。 これ ら2種 の光合成はほ と
ん ど同様 の 日変化 を行 うが、オンタデは気孔 を開
くことで光合成 を維持 していたのに対 し、イタ ド
リは葉の生理活性 を高めることで光合成 を維持 し
ていることが明 らかになった。
また、五合 目樹木限界付近(標 高約2400m)の
スコ リァ荒原 に20m×20mの方形枠を設置 し、出
現す る全 ての植物の種類、出現位置、大 きさを測
定 した。 その結果、草本5種 と木本4種 の9種 で




本種1ミ ネヤナギ(62)、カ ラマ ツ(108)、ダケ
カンバ(64)、ミヤマハ ンノキ(8)で あった。
それぞれの種 の分布を解析 する と、 ミネヤナギ、
オ ンタデはランダム分布 に近か ったが、他の種は
集中分布であった。 カラマツ、 ダケカンバ、フジ
ハ タザオは、有意に ミネヤナギのパ ッチ内に多く、
スコリア荒原の種 の分布 に ミネヤナギが重要 な役
割 を持つ ことが明 らかになった。 また、森林限界
を構成す る木本植物の うち ミヤマハ ンノキは8個
体と少なく、 またナナカマ ドとハ クサンシ ャクナ
ゲは1個 体 も見 られなかった。以上の ことから考
えると、樹木限界の林の拡大 を考 える場合、カラ
マ ツとダケカンバの分布 には ミネヤナギの存在が
重要 である こと、 ミヤマハ ンノキは直接 スコリア
上に定着す ること、ナナカマ ドやハクサ ンシャク
ナゲは林が成立 してか ら侵入することが予想 され
た。以上 、スコ リァ荒原上での植物 の分布 が明 ら
かになった。
さらに、20m×20mの方形区 と10m×100mの
方形 区を増設 し、出現 した木本についての調査 を
5
行い、植生動態モデル を作成 し、モデルのパ ラメ
ー タの推定 を行 った。
平成12年度 は、カラマツの実生の定着の初期 に
は ミネヤナギのパ ッチが正の効 果 を及 ぼす もの
の 、年数が経 るに連れおそ らく競争の結果 カラマ
ツの定着 に負の効果 を及ぼす ことを解明 した。 ま
た、温度 データの解析から調査地で は1月 初旬 ま
では積雪 が少 なく、その後積雪が増 し、4月 ごろ
か らは深 い雪 に覆われ る可能性が示 された。積雪
か ら開放 され るのは5月 下旬であることが示 され
た。 さらに、植生動態 モデルを作成 し、モデルの
パ ラメー タの推定を行った。その他 、コケモモの
物 質生産 的研究、ベニバナ イチヤ クソウの物資生
産的研究 、森林限界付近の カラマ ツ林の成立過程
と遷 移についての研究 などを行い、現在デー タを
解析 中で ある。今後 は、得 られたデー タを元 に富
士 山の植物の生態学的な特性 について明 らかにす
るとと もに、環境変動が富士山の植物 に与え る影
響 を明 らかに してい く。
2)青木 ヶ原調査地
これ までに、高 さ18mの林冠 アクセス用のエコ
タワー を建設 し、タワーの高 さ14m地点で ヒノキ
とツガの冬の光合成速度の 日変化 を測定 した。そ
の結果 、 ヒノキ、ツガともに晴れた 日よ りも光条
件 が悪 い曇 りの 日の方が光合成 を行 うのに適 して
いるこ とが分かった。晴れ た日の光合成の制限要
因は、低温条件下で強い光 を受 け光合成系が ダメ






倒 的に優 占 していることが分かった。 また、 ミズ
メ、カエデな どが見 られたことか ら遷移初期段階
では、 これ らの種が優 占す る可能性が示 され るな
ど、林分構造 を明 らかに した。
平成12年度 は、平成11年度 に設置 した50mX
50mの方形区の未調査区画の毎木調査 を行 った。
また平成11年度調査 を行 った10m×10mのサブ方





これ まで に、高 さ18mのエ コタワー を設置 し、
アカマツ林の林分構造 を明 らかに した。今後 はア





が確認 されてお り、 これは県全体の50%程度 に当
たる。蝶類 は環境の 自然度 を探 る環境生物指標 と
して有効 であることが知 られてお り、その一つの
成果 と して、蝶相 は、森林のタイプによって大 き
く変化す ることが確認 され、北麓 において も草原
を交 えた広葉樹か ら成 る森に多様 な蝶相 が見 られ
ることが判明 した。一方、隣県の静岡 、神奈川 で
既 に絶滅 したか、絶滅寸前の種が、富士北麓 にお
いては、まだ多くが健在で、貴重な自然が残 され
ていることが判 明 した。
平成12年度 は、林縁部に多様度の高 いホ ッ トス
ポ ッ トが形成 され る理 由を定量的に探 るため に、
青木 ヶ原樹海周 辺の環境 条件 の異な る全6地 区
(同樹海林内地 区 〔2カ所〕、同樹海林縁地 区 〔2
カ所〕、同樹海近隣オープンラン ド 〔2カ所〕)で、
成虫出現期に トランセク ト法 を用いて、成虫の個
体数モニタ リング調査 を実施 した。結果 は予測 さ
れ たよ うに、樹海林縁部2地 区の蝶類群集 で、総
個体群密度、総種数、種多様性共 に最大の値が得
られた。従 って、青木 ヶ原樹海周辺の蝶類群集の
場合 も、樹海 の縁 に当たる林縁部 に多様度の高い
ホ ッ トスポ ッ トが形成 され ているもの と考 え られ
た。樹海林縁部は人為的撹乱や 日照な ど、蝶の群
集構造に大 きく関与す ると考 えられ る物理的環境
条件に様 々な段階の ものが見 られ(モ ザイク的)、
また生物的環境要因に当たる植生 において も、木
本か ら草本に至 るまで、形態的にも、生活型的 に
も、そ して種数の面 でも、最 も多様な状況 が見 ら
れ た。直接 的生息要因の1つ と考え られ る幼虫の
餌資源(食 餌植物)も 、樹海林縁部に最 も多 くの
種数が見 られた。以上のよ うに、樹海林縁部 に多
様 な蝶類群集 が形成 され る背景 には、そこの生息
環境 を構成す る様 々な環境要素の 多様 さが基盤 に
あることが示唆 され た。
一方 、成虫の利用餌資源の解析結果 については、
調査 した全6地 区 を込みにして、最 も多 くの種類




がこれ らに続 いた。一方 、利用例数で も、最 も多






プンラン ド等 に設定 されていたが、利用餌 資源の
多くは、樹海周辺 においても木本ではなく、草本
植物 であったこ と、特 にその中で も多年草(花)
がよく利用 されていたことが判明 した。
また、最 も多くの地区で(広 範に)利 用 されて
いた餌資源 は、アカツメクサ、シロツメクサ 、タ





ヶ月間)、ヤマハギ(同)等 で あった。 この よう
に、空間的に も時間的にも成虫 によ く利用 されて
い る餌資源が、道路脇や林縁部等の袖群落 に極め
て普通に見 られる草本植物 であることは、特筆 さ
れる。 また、路上吸水 も多種類の成虫で確認 され
たが、この場合、未舗装の交通量 の少 ない道路や




の餌資源の豊富 さがそこに見 られ る蝶類群集の 多
様性に大 きく貢献 していることが示唆 された。
一方、中型哺乳類 については、これ までの調査
で、北 麓生態系の食物連鎖の頂点にあると考 えら
れるキ ツネ、テン、イ タチ、 タヌキの分布 が確認
され、特 に前2者 は、低標高か ら高標高 まで高密
度 で生息 していることが判明 した。それ らの食性
の分析 か ら、食物の食い分け的現象や季節的 な餌
資源の変化 が確認 された。また、哺乳類の交通事
故 が青木 ヶ原樹 海原生林付近 の国道で 多 く見 ら
れ、今後の対策の必要性が生 じている。小型哺乳
類につ いては、精進口登山道沿い及び青木 ヶ原周
辺で優 占 しているの は、森林性の ヒメネズ ミであ
ることが判明 し、 これ らの地域 の森林環境が比較
的良好に保全 されている1つの証拠 と考 えられ る。
平成12年度 は、富士山の森林限界以上の哺乳類
について調査 し、聞 き取 りによ り18種の哺乳類が
確認 された。中で も吉 田口 、須走口、富士宮口、
御殿場口 ともに五合 目付近ではニホンテンやハク
ビシン、ニホンジカなどの 中大型哺乳類が確認 さ
れた。 その傾向は八合 目まで見 られたが九合 目で
は目撃情報 は得 られ なかった。 しか し、山頂にあ
る測候所では、主 に冬期に10種の哺乳類の 目撃情
報 が得 られた。標高 につれて 目撃種 も減少するが、
冬期にも山頂付近で生息 してい る種がいることが
確認 された。 これ らの情報 の多くは、登山シーズ
ン前の7月 上旬 ごろの ものや冬期の もので あり、
登山シーズンに入ると見 られな くなることが確認
された。これは、夜間に も多 くの登山者 が登 る富
士山の特異 ともいえる登山形態が野生動物 の生態
へ影響 を与 えている結果とも考 えられる。
また、踏査による痕跡調査で調査期間 を通 して
もっと も多 くフンが発 見 されたの はテ ンであ っ
た。イタチ科の動物 はフンをマーキングとして 目
立つ ところにす ることから痕跡調査はかな り有効
である。フンの数の 多い標高 を分布の中心と して
考えた場合、テンは8月 か ら10月は1,500m付近で
安定 していたが、11月には1,694mまで上が り、そ
の後12月には 一旦 下 が ったが 、1月 には また
1,700m付近 まで上 が った。 イ タチは8月 には
1,450m付近 に分布の 中心 があったが、9月 には
1,618mまで上 がった。 しか し、10月か ら1月 にか
けては11月に一旦上がった ものの 、安定 した形で
推移 した。キ ツネは8月 、9月 と3種 の 中では高
標高に分布の 中心が あった。 しか し10月か ら12月
にかけては1,500m付近で推移 し、その後の1月 に
は1,723mで最大 となった。 これ ら3種 においてフ
ンが採取 された平均標高は8月 から10月にかけて
イタチとキツネで同 じよ うな動 きを示 し、11月か
ら1月 にかけてテ ンとキツネが同じような動 きを
示 した。 これは、テ ンの8月 か ら10月頃の食性 が
主に果実 を中心 としているため、イタチやキ ツネ
の ような動物食 を中心に している種 と利 用標高が
7
異 なったことが原因と考えられ る。また、その後
の11月か ら1月 にかけては、特に1月 は果実 も無
く積雪 も多いため,地 上での採食が不可能 と考 え
られ、テ ンとキツネが より動物食 中心の生活にな
っていた ことが考 えられる。一方、 イタチは多量
の雪 に対 して行動が阻害 され ることが考 えられ、
よ り低標高の地域に移った と見 られ る。
今後は昆虫類、哺乳類を通 じてより詳細 な自然











質量 分析 システムを用いた測定結果か ら、地下水
に含 まれ るバナジウムは大部分が十5価 のイオ ン
であ ることも分かった。 さらに、富士北麓の地下
水の酸 素安定同位体比(δL80)にも地下水 ご と




地域 由来の水ほ ど高 い濃度のバナ ジウムを含む こ




酸 イオ ン濃度に違いが認め られ、一部の水(白 糸
の滝)で は硫酸 イオ ン濃度 も高か った ことか ら、
人為的汚染(肥 料等)由 来 の硝酸 が含 まれて いる
可能性 も考 えられた。
平成12年度 は、 イオ ンクロマ トグラフ ィーを用
いて水に含まれるバナジウム以外の成分を分析 し、
水中酸 素安定 同位体 との関連 を見た。 その結果 、
バナジウムと同様にフッ素 イオン濃度 も水中酸素
安定同位体 との間に負の相関関係 が認 め られ た。
また、フ ッ素 イオ ン濃度 とバナジウム濃度の間に
は正の相関が認め られた。これ らの結 果 は、酸 素
安定同位体の小 さい水(高 標高 由来の水 と考 え ら
れ る)ほ どフッ素 イオン濃度が高い ことを示 して
お り、 フッ素 イオンもバナジウムと同様 に富士山
の地質中の通過距離が長い地下水ほ ど濃度 が高 く
なることを示唆 している。
その他の溶 解成分(ケ イ酸 イオ ン、硝酸 イオ ン、















































これ までの調査は、特定の時期に採取 され た地
下水について地域差 を調査 した もので あるが、今
後は、特定の井戸について水質の年間変動 を調べ、
水質 を左右 している要 因を解明す る。 また、地 下
水中の酸素の安定同位体比測定が水の由来 を推定
す る方法 と して有効 な ことが明 らかに なったた
め、酸素のみ ならず水素や窒素の安定同位体比 を
測定で きる体制 を整備 し、水の由来や水質を左右
す る要因を解明 してい く。
(5)地質 ・土壌の特性の把握
これ まで、富士火山の典型的岩石 につ き化学 的
特性 を明 らか にした。 また、富士山周辺 の湧水 ・
湖水 ・河川水の化学分析 を試みた結果、高濃度 の
バナジウムや リンが確認 され富士火山の化学的性
質が これ らの 自然水 に反映 されていることが分か
った。
さらに、自然界中のバナ ジウム とリンとの相 関
関係を解明 し、その上 で、富士山麓 を源流 とす る
相模川水系と富士川水系の各々の河川水中の リン




湖 湖底 堆 積物 中 か ら、新 富 士 期 火山 活 動(約







期の主成分組成 には共通性 が認め られた。
今後は、引 き続 き湖底堆積物 として確認 され る
富士山の噴出物の年代や地球科学的特性 など も含
め、富士 山の形成史を明 らかにす るとともに、富













しているもの を探 り出 し、そこか ら過去の環境変
遷 を正確 に復元 し、復元 され た過去の記録に基づ
き将来の 自然環境 を予測 することは重要 である。
この ための研究 には湖沼の堆積物 の解析 が有効で
ある。
富士五湖 は富士山の活動の過程で形成 され た。
従 って、各湖底 には形成時から今 日まで、下位か
ら上位に向か って富 上山および富士五湖周辺の 自
然環境の変遷 が連続 して堆積物に記録 されて きて
い る。
そこで、これを解析 し、富士五湖の形成 や富 士
五湖周辺の 自然環境変遷 史を解明 し、将来 を予測
す ることを目的 とす る。
研究成果
これ までに、音波探査 を実施 し、各湖底堆積物
は粒度や硬 さなどの物理的性質に基づ き、い くつ
かの層に大区分 され るなど各湖底 の概要 を立体的
に明 らかに した。
また、山中湖 には富士山起 源の降下堆積物 が、
河[湖 には富士山起源の溶岩流がそれぞれ特徴的
に認 め られることが判明 した。
河口湖 は約40,000年前に遡 って その始 まりが認
め られ、山 中湖 は約12,000年前 に遡 る堆積物 が確
認で きた。従来 、富士五湖の形成 は概 ね10,000年





砂の識別法 を確立 し、湖底堆積物 中に黄砂 を確認
した。
なお、河口湖 と山中湖の湖底堆積物 を比較 した
ところ、 これ ら両湖の構成 に明確な違い が見 られ
た。すなわち、富士山起源の降下堆積物 が山中湖
には 多数認められ、一方河口湖 には二回の大規模
な溶岩流 が記録 されているのが特徴的で 、富士 山
由来 の火山灰 などの影響は極 めて少なかった。 し
か も、山中湖での堆積速度 は河口湖の二倍の速 さ
で あることも分かった。
富 士山に対 して東に位置す る山中湖が、北 に位
置す る河 口湖 よりも富士山の降灰歴が頻繁で ある
ことが時代 を追って解明で きた。 これ は富士山が
将来 噴火 した場合 、東京な ど首都 圏への火山灰被
害 を懸念 する見方 を裏付けている。今後は、本栖
湖湖 底堆 積物 を解析 し、西湖、精進湖 、本栖湖の
形成 を解明 してい くとともに、富士山の活動の規
則性 を山 中湖湖底堆積物か ら解明 して いく。 さら
に、湖底 表層部の堆積物 には人間活動 による自然





























が高 い。 また、飲料水の水質は、それ を飲用す る
人々の健康 に直接 ・間接 に影響 を与 える可能性 が
あ る。 そのため、地下水の質と量 を良好 に保つ こ
とは、本県にとって重要な課題の一つで ある。 さ
らに、地下水 、河川水、湖沼水の水質 と水量 を良
好に保つ ことは、水環境の観光資源と しての価値
を高めることにもつ なが る。本 プロジェク ト研究
で は、本県の水環境(特 に地下水)の 質 と量 を良
好 に保つ ための政策提言 を目指 し、現状把握 のた
めの基礎的調査 ・研究 を行 い、あわせ て地域 に特
徴的な水質(富 士北麓地域の地下水にバ ナジウム
が多い ことなど)と 健康 との関連 につ いて明 らか
にす るとともに微量元素等 を測定 し、化学 的特性




a.微 量元素濃度:全 県で約70地点の井戸水 につ
いて、ICP質量 分析計 を用 いて約70元素の濃度
測定 を行 った結果、①富士北麓地域 のバ ナ ジウ
ム、②峡北地域のル ビジウム、③ 甲府盆地東部
の タングステ ン、④ 甲府盆地の ウラン濃度 が、
それぞれ県内の他の地域 よ り高い傾 向が認め ら
れた。
b.硝酸 イオ ン濃度:果 樹地帯の潅概用井戸 か ら
は水道水の水質基準を超 える硝酸 イオ ンと硫酸
イオンが検 出され た。原因特定には今後詳細な
検討 が必要である。




地下水 にバ ナジウムが多かったことか ら、富士
北麓 及び道志地方 の水道原水約110検体 につ い
て、バ ナジウム濃度 を測定 したところ、富士五
湖南側の水源ではバナ ジウム濃度が高 く、北側
では低い傾 向が認 められ た。つ まり、富士 山の
溶岩が到達 している地域ではバナジウム濃度が
高い ことが明 らかになった。 また、富士北麓の
地下水はフ ッ素イオン濃度が高い ことが確認 さ





量分析 システムで検討 したところ、殆 どが十5
価のバナジウムイオ ンで あることが明 らかとな
った。
(2)富士北麓の地下水 に多 く含 まれ るバ ナジウムの
健康影響
富士北麓地下水のバ ナジウム濃度 は高 いところ
で約0.1mg/1で他 の地域(概 ね0.001mg/1前後)に
比 べ100倍となってい る。地域住民はバ ナ ジウム
濃度の高 い水 を飲料水 として飲んでい るため、健
康に対する影響 の有無 を明 らかに してお くことは
重要で ある。 また、バ ナジウムには糖尿病治療効
果のあることが報告 されているため、富士山の地
下水に含 まれている濃度のバ ナジウムにが糖尿病





質で も摂取量 が多い場合は毒性が問題 となってく
る。従って、バナ ジウムの有効 な作用 を安全 かつ
効果的に利用す るには、その毒性や毒性発現機 構
を明 らか に してお くことが重要で ある。本研究で
は、バナ ジウムの毒性に関 して も検討 した。
1)糖尿病マ ウスに対す るバナジウムの影響
a.血糖値上昇抑制作用 を示すバ ナジウム濃度:
遺伝 的糖尿 病 マ ウス(系 統:KK;オ ス)に 、
0、0.1、1、10、100mg/1のバ ナ ジウムを含む
飲料水を与え自由に摂取 させたところ、0㎎ 刈
群(対 照群)で は、加齢 と共に血糖値 が上昇 し
て約400mg/dlとな るの に対 し、バ ナ ジウム
100mg/1群では血糖値の上昇が抑制 され、バナ
ジ ウ ム の 血 糖 値 抑 制 作 用 が 確 認 で き た 。
10mg/1群で も血糖値 の上 昇が抑 制 され る傾向
が あったが その程度 は僅 かで あった(図1)。
また、富士山の地下水と同濃度のバ ナジウムを












図1糖 尿病マ ウスの血糖値 に対 する飲料水中バ
ナ ジウム濃度の影響
b.3世 代にわたる実験(高 カロ リー食):高 カ
ロ リー食 を与 えて糖尿病の症状 がよ り強 く出 る
実験条件下で 、KKマウスに3世 代 にわた って
0.1mgハのバナジウムを含む飲料水 を与 え続 け、
血糖値 に対す る影響 を観察 したが、いずれの世
代で もバナ ジウム投与の影響は認め られなか っ
た。
c.3世 代 にわたる実験(通 常食):高 カロリー
食 の実験で は0,1mg/1のバナ ジウムに血糖値 効
果作用が認め られ なかったため、糖尿病 の症状
を軽 くす る条件 として通常食 を与 えたKKマウ
スで実験 を行 った。KKマ ウス(オ ス)に0、
0.lmg/1のバ ナジウム溶液 を飲料水 として3世
代 にわたって与え、体重 、食餌摂取量、飲水摂
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取量、血糖値、ブ ドウ糖負荷試験 に対す るバ ナ
ジウムの影響 を観察 した。 その結 果 、対 照群
(Omg/1)とバナ ジウム0.1mg/1群の間 には、い





のバナ ジウム溶液 を約1年 間、健常 なマウスに
飲 料 水 として与 えたが 、体 重増加 や 、GOT、
GIγr等の臨床生化学検査値 には全 く影響 が認め
られず、この濃度のバナ ジウムには毒性 はない
もの と考えられた。
b.高濃 度バ ナジウム長期投与の影響:血 糖値の
上昇 を抑制す る強 い効果の認め られた100mg/1
群では 、全身に高濃度のバナジウムが蓄積する
と共 に、GOT、Gprが正常値 より低 下 した。 こ
の結果 は、蓄積 したバナジウムによ って酵素活
性 が阻害 されているか、あるいは酵素 タンパク
質の合成が阻害 されている可能性 を示唆 してい
る。 また、数 ヶ月の長期にわたって100mg/1の
バナ ジウムを与 え続 けた場合は、マ ウスの痙攣
発作 が起 きる頻度 が増加す る傾 向 も認 め られ
た。 この点 に関 しては今後更に詳細 な検討 が必
要で あるが、糖尿病に対 して効果が認め られ る
バナ ジウム量 を長期間投与 した場合 は、何 らか
の毒性 が現れ る可能性が示唆 された。
c.バ ナジウムの毒性 と生体内還 元物質 グル タチ
オン(GSH)の役割
一般 に、十5価 のバナジウムは十4価 よ り毒性
が高い。体内 に入ってきた十5価 のバ ナジウムは、
生体内の抗酸化物質であるビタ ミンC、NAD(P)H、
あるい はGSH等により十4価 に還元 される。従 っ
て 、還元機構がバナ ジウムの解毒代謝機 構の1つ
で あると考 えられてい る。 これ までに、生体 内の
グル タチオ ン濃度 を減少 させた場 合にメタバ ナジ
ン酸(十5価 のバ ナジウム化合物)の 毒性が増強
され ることを明 らかに したが、平成12年度 は生体
内のGSH濃度測定並びに生体内GSH濃度 を増加 さ
せ たときの メタバ ナジン酸 の毒性 に関 して実験動
物(マ ウス)を 用いて検討 した。
その結果 、毒性量のメタバナ ジン酸投与 によっ
て、肝臓 中GSH濃度 は僅かな低下 を示 したの に対
iz
し、血漿中GSH濃度は著 しく減少 した。 また、あ
らか じめ血漿 中GSH濃度を増加 させてお くと、そ
の後 に投与 され たメ タバナジン酸の毒性が軽減 さ
れ ることが明 らかになった。 これ らの結果は、血
漿 中GSH濃度が メタバナジン酸の代謝及び毒性 発
現 に重要であることを示唆 している。
(3)富士五湖の水質把握 に関する研究
これ までに 、富士五湖の水質 と光学的特性 との
関係 を明 らか にす るため、スペ ク トロメー タによ
る水深方向の光学的特性の計測 を可能 とす る5m
と10mの水 中プ ローブの作成 を行 った。 また、人


















それによると、河 口湖では東側 に濁 水域が観測
され、また、山中湖 では平野周辺 に濁水域が観測
された。
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年度に大規模 な水資源供給量調査 が行われ 、多




地利用、土地被覆等の状況 はかな り変化 してお
り、地下水流線 も変化 している可能性 があると
思われ る。地下水流線の情報は、地下水水質管
理 には不可欠で あるため、まず は、簡単な調査
項 目である井戸の水温、水質か ら、地下水流線




















影響 につ いて は過去 さま ざまな観点 か ら研究 さ
れ、効果的な対策が とられてきた。公害問題 は今
なお決 して過去の もの となったわけではないが、
かな りの部分につ いては大 きな改善があった と結
論づ けて もよい と思われ る。 よって、公害 問題に
関す るか ぎり一件落着の如 きの感 があるのは事実
である。 しか し、公害 問題 ほどには決 して顕著で
はないが我 々をとりまく環境要因は確実にゆっく
りと、 しかも静 かに変化 しつつあ り、人の生活 と
健康 に影響 を与 えている。本 プロジェク ト研究 の
目的は この様 な非公害型環境要因の変化が人の生
活 と健康 にいかなる影響 をおよぼす可能性 がある
かを先駆的に、 しか も科学的に研究 し、 これ ら環
境要因が引 き起 こすであろうと予測 され る結果の
予防、改善、防止、 あるいは活用 に役立たせ よう
とい うものである。
この 目的 を達成 す るために本プロジェク ト研究
では都市化に伴 って生ず る様々な非 公害型環境要
因の変化 に注 目し、その変化が人の生活の質 と健




急激な都市化 によ る緑地減少が引 き起 こす ヒー
トアイラン ド現象が熱射病や 日射病(熱 申症)を





都 市化 によ り引 き起 こ され る生活習慣 の変化が
生活環境 の変化 とどの様に関連 し、地域住民の健
康 にいかなる影響を与えるかについて解明す る。
(3)都市化 に伴 う環境変化が人 に及ぼす生理学的 、
心理学的効果に関する研究(環境生理学研究室)
都市化 によって引 き起 こされ得 る自然環境の悪
化 や、生活 ス トレスの増加が人にいかなる不安感
や抑 轡感 をあたえるのかについて解明す る。
研 究成果
(1)熱中症の免疫機能 に与える影響の研究
都市化の進展 によって様 々な環境要 因が影響 を
受 ける。一つに緑地の減少等に起因 して局所 的に
気温 が上昇す るヒー トアイラン ド現象 がある。近
年 危惧 されている地球温暖化の可能性 を考 えると
気温 の上昇が加速度 的に起 きると思われる。高環
境温度下では体温が上昇 し易 くな り、結果 と して
様 々な健康障害が生ず る。これを熱中症(日 射病、
熱射病 、熱 ケイレン)と 称す る。1968～1994年に
日本全国 で発生 した熱 中症 による死亡例数 は2312
人で その実 に41%(958人)が70才以上 の高齢者
で ある。 多 くの高齢者 は慢性病などの持病 を持っ
てお り、 しか も体の一般的な機能 が低 下 してい る
ことが多いので、体温調節機能が うまく働かず熱
中症に罹 り易い。本県で も毎年数十人が病院 にか
つ ぎ込 まれ る。 しかも本県の年齢別人口構成 は今
後 とも高齢者側に比重が移行 してい き、高齢者の
全人口 に対す る割合は全国的に見て高 くな る。甲
府 市が盆地 にあり、夏により暑 くなる可能性 をも




呼吸器系 に対す る影響は理 解 されているが、生体
が感染時に発現す る防御機 能にいかなる影響 を与
えるのかにつ いての研究 はな されていない。そこ
で ウサギ を用いて熱 中症の動物 モデル をつ くり、
高体温 の免疫機能への影響 を探 った。 これ までに
分かったことは、
1)高体温 回復1日 後、2日 後、3日 後の3群 の実
験 群動物 を準備 し、それ らにバ クテ リアに由来す
る内毒素 を60ng/㎏(体重)で 静脈注射 して感染
させ発熱 を観察 した。す ると高体温回復1日 後群
14
ウサギでのみ発熱 が高体温 を経験 していない対照















内毒熱 与 時剛 分)
図1高 体温回復後の実験的発熱の様子
2)高体温 による炎症 で脳の機能 が低下 している可
能性 を調べたところ、(ア)インターロイキ ン1β
(投与 され た内毒素 によって体内で白血球 に よ り
作 られ る発 熱性 の中間物質の一つ)を240ng/kg
(体重)静 脈注射 して起 こる発熱 は、高体温 回復
1日後群 ウサギ と高体温 を経験 していない対照群
ウサギで差異 は無 かった。(イ)脳 炎症 の結 果産
物の一つで あるプロスタグランデ ィンE2濃 度 を
脳 一脊髄液 中で測定するとこれ ら両群 で差異 はな
か った。(ウ)こ れ ら両群 に青色色素 を静 脈注射
してそれが血流か ら脳実質に漏出す るか否 かを調
べ たが差異 は無かった。以上の結果 よ り、脳 の機
能 が高体温で低下 した事 が本実験結果の原 因では
ないことが分かった。
3)そこで、投与 した内毒素 が高体温回復1日 後群
ウサギの血中で より多くの発熱性の中間物 質 を作
った ことが原因か否か を調べ るために、血清中の
インター ロイキ ン1β や腫瘍壊死因子 αの濃度 を
発熱 中に測定 した。前者 はその濃度 が測定で きな
か ったが、後者は高体温回復1日 後群 ウサギの血
中で高体温 を経験 していない対照群 ウサギ より多
く測定 された。
4)高体温前 と高体温回復後で自血球 、赤血球、血
小板 、血色素 、ヘマ トクリッ ト値 を調べ ると、高
体温回復1日 後群 ウサギでのみ高体温前 に比べ て
白血球数が30%以上増加 していた。
5)高体温は強 いス トレスであ るので、それに伴 っ
て血中に増加す るホルモンであるコルチコステ ロ
ン濃度 を測定 した ところ、高体温 中には増加 した
ものの高体温回復1日 後では高体温 を経験 してい
ない対照群 ウサギ と同 じであった。つ まり、コル
チコステロンは本実験結果の原 因で はないことが
分かった。 このように、 ウサギを用いた本実験結
果は高体温(熱 中症)か ら回復 して も生体の感染
に対す る防御機能 はかなり減弱 してい るので、 ヒ
トではちょっとした夏風邪で も重篤 な感染症 に発
展す る可能性の あることを示唆 してお り、十分な
注意が必要である。
今後 は、高体温 ス トレスによって大腸菌の毒素
が腸管か ら漏 出 して血中に入 り、そ こで白血球 と
結合す る可能性を解析す る実験 を行 う。
(2)生活 習慣(ラ イフスタイル)の 変化 と地域住民
の生活環境 および健康 との関連 に関す る研究
近年、生活環境の変化 が急激 に起 こっていると
考 えられ る上野原町 を対 象に、都市化 による生活
習慣の変化が生活環境の変化 とどのよ うに関連 し、
地域住民の健康に どのよ うな影響 を及ぼすかにつ
いて明 らかにす るこ とを目的 とす る。 これ まで、
生活環境の違 いによ り、生活習慣 及び環境認識が
どのよ うに異 なっているのかに関 し、特に、居住
歴(居 住地区、出身地、居住年数)の 違いに着 目
して調査 して きた。 その結果次の ことが明 らかに
なった。
① 中心地区 では、「利 便性の高い環 境」 を除 き満
足度が低 く、地域全体 と しての 日常生活の生活
環境 につ いて も他の地区に比べ満足度が低い。
特に、「きれ いな自然のある環境 」、「公害 のな
い生活環境」は5～6年 前 と比べ 「悪 くな り」、
「不満で ある」 と答 えた ものが 多い ことが 目立
ち、 日常の生活環境 を良くす るために重視す る
項 目としてこの2項 目を上 げてい るものの割合
も多い。
②周辺地区では、上野原町出身者 と町 外か らの転
居者 で環境認識 に関 して大 きな差が見 られ る。
上野 原町出身者で は、中心地区 と同様、「きれ
いな 自然の ある環境」、「公害の ない生活環境」
について 、「不満 である」、「悪 くな った」、「生
活環境 をよくす るために重視す る」 と答 えてい
る。一方 、町外か らの転居者では、上野原町出
身者 に比 べ全体的に満足度が高い。 「きれい な
自然 のある環境」、「公害のない生活環境」につ
いて も満足度が高 く、男性ではこれ らの項 目が
5～6年 前 に比べ 「良 くなった」 とす るものも
多 い。 それ に対 し、 「利 便性 の高 い環境 」 が
「不満で ある」 とす るもの の割合 が高 いことが
目立 ち、「生活環境 を良 くす るために重視す る」
項 目として あげている。
③ 日常の生活環境 を良 くす るために重視す る項 目
と しては、「安心 して生活で きる人間的な環境」
(57.4%)をあげているものが最 も多く、次 いで、
「危険 がない安全 な環境 」(41。1%)、「公害のな
い生活環境」(40.8%)とな ってい る。特 に、
「安心 して生活で きる人間 的な環境」は、現 在









度得点 は全体的 に見れば全国平均 に比 べ低 いが、
年齢別に見ると、若年齢層では山間地区において、
高年齢層 では中心地区において高 い、という地区
による差 が明 らかになった。特 に中心地区の高年
齢 層女性で は、「疾病頻度」、「多愁 訴」の尺度得
点 も他地 区に比べ高い ことが目立 った。生活環境
の違 いに関連 して、余暇の使い方で社会奉仕活動
のよ うな地域での人間的なつ なが りの有無が、時
に、高年齢層の心身の健康状態 に及ぼす影響 につ
いて検討す る必要性 が示唆 された。
平成12年度 は、生活習慣 と健康指標 との関連が
生活環境 の違 いによりどの ように異 なっているの
かを明 らかにす るために、健康診査の受診者 を対





























食生活習慣 に関 しては、厚生省 が策定 した 「健
康 日本21」をも視野 に入れなが ら、食事の規則性、
食材 の入手方法、食物摂取パ ター ン等について調
査 した。
食事 の規 則性 に関 し、朝 食の欠食者 が男性 で
10.3%、女性 で7.7%見られた。低年齢層(60歳未
満)の 欠食者割合は高年齢層(60歳以上)に 比べ
高 く、 男性 で それ ぞれ20.3%、1.4%、女性 で
8.8%、5.1%であった。地区別の違 いを欠食割合
の高い低 年齢層について見ると、山間地区が低 く、
男性 ではニ ュータウン地区が、女性 では中心地区
が高 かった。 また、昼食の欠食 についても、男性
の12.5%、女性 の13.7%で見 られ、中心地 区でそ
の割合が高 い傾 向にあった。食材の入手方法の一
つ として、コンビニエ ンスス トアーの利用頻度 を
尋ねたところ、週 に1回 以上利用 してい るものの
割合 は、男性 で24.3%、女性で18.2%であ った。
女性で は山間地区 とともにニュータウン地 区で利
用頻度 が低 かった。
食物摂取 に関 しては、20種類の食品群 について
その摂取頻度 を尋ね、主成分分析の手法 を用い そ
のパ ター ン化を行 った。その結果、6つ の主成分
が抽 出され 、それ ぞれの成分を特徴づける食品群
は負荷量の値か ら表1の よ うに分類 された。 さら
に、抽出 された6つ の主成分 につ いて主成 分得点
を計算 したところ、その分布には地 区による特徴
が見 られ た。また、食品群の摂取頻度 についての
質問項 目に加 え、ある特定の食品の摂取状況 に関
す る項 目か ら、塩分摂取傾向 、糖分摂取傾向 、脂





2)健康診査結果 な らびに血液試料の分析 による健
康指標調査
健康指標 に関 しては、健康診査の結果項 目に血
液 試 料 の 測定 項 目を加 え 、体位 に関 わ る指 標
(BMI、体 脂肪率)、血清脂質に関わ る指標(総 コ
レステ ロール 、HDLコレステロール、中性脂肪 、
動 脈硬 化指数)、糖尿病 に関わ る指 標(血 糖 、グ
リコヘモグ ロビン)、血圧 、鉄の栄 養状 態 と貧血
に関わ る指標(血 清 フェリチ ン、 トラ ンスフェ リ
ン飽和率、ヘモグ ロビン)等 について分析 を行っ
た。
体位 に関わ る指標については、BMI(体重 〔㎏ 〕
表1主 成分負荷量の値による食品群の分類





















を身長 〔m〕の二乗 で割 った値)、体脂肪率 とも
に、ニ ュー タウン地 区において他の地区に比べ低
値 を示 した。 また、BMIから判断 した肥 満者の割
合(BMIが25以上)も ニュー タウン地区 で低 く、
他の3地 区では差は見 られなか った。一方、BMI
が17未満のやせ気味の ものが、高い割合ではない
が、山間地区 を除 く他の3地 区の特に女性に見ら
れたことが特徴的であった。
血清脂質に関 しては、総 コレステロール、中性





た。血圧に関 しては、収縮期血圧、拡張 期血圧 と
も平均値 には地区 による差は見 られ なか ったが、
高年齢層(60歳以上)で は、男女 ともニ ュー タウ
ン地区において高血圧者割合が他の地区に比べ低
かった。
鉄の栄 養状態 と貧血 に関わる指標で ある、血清
フェリチ ン、 トランスフェ リン飽和率 およびヘモ
グロビンの平均値には地区 による差 は認め られな
か った。鉄の栄養状 態の悪化 は、貯 蔵鉄の 欠乏
(血清 フェ リチ ンで判断)、循環鉄の欠乏(ト ラン
スフェ リン飽和率で判断)と 進行 し、最終的 には
貧血(ヘ モグロビンで判断)と い う臨床症状 と し
て顕在化す る。貧血者の割合 は、男性0,6%、女
性2.1%に止 まっていたが、循環鉄 欠乏 者は男性




性 では、貯 蔵鉄 欠乏者割合が24.7%と約1/4に達
してい た。その割合 を地区別に見ると、山間地区
が最 も高 く(43.2%)、ニュータウン地区で最 も
低かった(16.4%〉。
この ように、い くつかの健康指標 を地区間で比
較 して見ると、ニュータウン地区において、比較
的結果 が良好 である傾向が認め られ た。一方、山
間地区においてはい くつ かの問題点の ある ことが
浮 かび上 が ってきた。 これは、山間地区において
従来の生活習慣が大 きく変化 している時期にある
ことを反映 してい るもの と言える。今後は、生活
習慣 、特に食生活習慣 と健康指標 との関連 につい
て、過去の健康診査の結果 を加 え、 さらに詳細な




す るス トレスが もた らす不安感や抑轡感が心 と体
へ及ぼす影響 とその軽減方法を明 らかにすること
を目的 とす る。1)日 常生活の上で感 じる不安感
(状態不安)は 、香 りの利用や温浴 により軽減 で
きる。2)ス トレスによって不安 が高 まっている
人では、体の前後方向の揺れ方が、不安の低い人
とは異なってい る。すなわち、細 かな揺れ(周 波
数の高い)が 減 少 し、緩やかな揺れ(周 波 数の低
い)が 増加す る。閉眼す ると、不安の効果は消失
す る。従って、高不安時 には、姿勢維持 に関す る
視覚情報 の影響 が、低不安時 とは異 なってくるこ
とが判明 した。3)環 境ス トレスは、人に不安感
を引起 す と同時 に心臓 交感神経の活動 を増加 さ
せ、心臓副交感神経の活動 を減少 させる。その結
果、血圧 と心拍数が上昇する。
平成12年度は、引 き続 きス トレスが自律神経機
能に与 える影響 につ いて、特 に血圧や心拍数 とい
う循環系の指標について検討 した。大学生 を被験
者 として、就職面接 とその ビデオ撮影という強い
緊張 を伴 うス トレス状態 を設定 した。被験者の血
圧 と心拍数 は、面接 開始5分 前 を告げた時点より
上昇 を始 め、面接 中 も高い レベル に維持 され た。




と して算出 した。同時に、心収縮周期 と収縮期血





るHFが低 下 し、心 臓交 感神経活動の指標 とされ
るLF/HFが上昇 していた(図3)。 一方、血圧 が
上昇す るにもかかわ らず、血圧反射感度に変化は
見 られ なかった。す なわち、ス トレスを負荷 され



















進国の2倍 以上 であるが、これは 日本人が受 ける
環境 ス トレスが多いためか どうかは、明 らかに さ
れていない。今回の実験 に用 いたス トレス負荷 に
よ りslgA濃度 が2倍 程度増加す る ことを観察 し
た。環境 ス トレスの指標 としてslgAの測 定が有用
で あることを確認 した。
今後 は、ス トレス時の自律神経反応 と免疫機能
の変化が香 りの利用や温浴 などにより軽減 され る







a 安静時 準備期 回復期
図3ス ピーチ準備 中のス トレスによ り心拍数が
増え る。心拍変動の周波数分析 によ り心拍
数が 増 える理由 は、迷走神経 活動 が減 り
(HFの減 少)、 交 感 神 経 活 動 が 増 え る
(LFIHFの増加)た めであることがわかる。
が分か った。
2)好みの香 りを吸入 した被験者群で は、ス トレス
による心拍数 の上昇 が見 られなかった。好みの香
りの吸入に よるス トレス軽減作用 が確認で きた。
これ は、知 的作業 を遂行 している際 の、香 りの




の濃度 の測定 を行 った。s㎏Aは、唾液 中に分泌 さ
れ 、気道感染症 に対 し防御的に働いている。slgA
濃度 は 、 リラクセーシ ョンによ り大 きく上昇 し、










人々が受 けるス トレスは現代 になって 、社会的
に も経済的に もます ます大 きくなってい る。心身
に ス トレスが蓄積す ると、身体の抵抗力が低下 し、
さまざまな疾病に罹患 しやす くなることも近年分
かって きている。その ため、快適で健康的な環境
へのニーズも年 ごとに大 きくなっている。そ こで、
本県の自然が人にもた らす快適性 を生理学的、心
理 学的手 法を用いて明 らかに し、自然資源 を活用
した健康 で快適 な生活の創成に関す る科学的背景
を提示す る。特 に、森林や温泉浴の もた らす快適
性 について解析 することを主目的 とし、本県の自





につ いて、被験者 を用いた実験 を行った。 スギ、




を用いて調べ た。免疫能の指標 としては、唾液 中
の分泌型免疫 グロブ リンA(sIgA)の濃度 を唾液
分泌量 とともに測定 した。slgAは、唾液中に分泌
され、気道感染症 に対 し防御的な役割 を果た して
いる。slgAの濃度 は、人が受け取 るス トレスの度
合いによ り増減す ることが知 られてい る。
日本人の気道感 染症への罹患率は、欧米先 進国




し快活感が増す人 と、怒 りや敵意が低下 し気分が




ター ンに関 らず、木の香 りの吸入 によって増加 し
た(図2)。
気分変動のパ ター ンに関 らずslgAが増加 したこ
とは、気道感染症の防御 とい う面か ら見 ると、森
林の好 ま しい影響 と言 える。気分変動のパ ターン
が二分 されたことか ら、緊張 や不安 による欝傾向
にあ る人は森の香 りによ り快活 にな り、逆に躁傾
向の人には森の香 りが鎮静的に働 く可能性が考 え













































図2木 の香 りの吸入により唾液 中の分泌型免疫
グロブリンA(slgA)濃度 は上昇する。
(2)スギ花粉症の減感作療法に関す る動物実験
森林の もた らす マ イナ スの影響の ひ とつ と し
て、花粉症が挙げ られる。環境の悪化によ り大気
中の浮遊微粒子が増加す ると、花粉症の発症 も多
くな ることが知 られている。この よ うに、現代人
は 、花粉症 を発症 しやすい環境に曝 されて いる。
花粉症の治療には、抗 アレルギー剤、抗 ヒス タミ
ン剤、血管収縮剤、ステロイ ド剤 などを適宜組み
合わせて用い るのが一般的である。 しか し、これ
は対症療法であ り根治的な治療法ではない。近年、
スギ花粉症 にはスギ花粉の抽出物 を皮下注射する
な どの減感作療法の有効性 が指摘 されている。 ま
た、特定の香気物質、例 えばペパ ー ミン トな どの
吸 入によ り花粉症の症状が軽減す ることなども報
告 されて いる。このような減感作療法や香気物質
の効果 を確認 し、森林資源の新たな利用法 を探 る
ための研究 をプロジェク ト研究のサブテーマ とし
て取 り上げた。
初年度は、 まず花粉症のモデル動物 を作成す る
ことか ら始めた。当研究所周辺及び忍野 村か ら採
取 したスギ花粉の抽出物 をアジュバン ド(免疫補
助 剤)と共に繰 り返 しモルモ ッ トに腹腔 内注射 後、
スギ花粉 を鼻腔 から繰 り返 し吸引 させ ることによ
り、花粉症 を安定 して誘発できるかどうかを検討
した。その結果 、花粉及び花粉抽出物 で感作 した
モル モ ッ トの皮膚に即時型皮内反応 を、また非感
作モルモ ッ トで受身皮膚アナフィラキシー(PCA)
反応 を起 こす ことに成功 した。感作 され た動物で
は、花粉の吸入 によるくしゃみ反射及び鼻汁反応
の誘 発 も観察で きた。 さらに、花粉症の指標 とな
る鼻汁中の好酸球の算定および血 中免疫 グロブ リ
20
ンE(IgE)の定量 も試みた。今回、花粉症 の動
物 モデルの作成 にほぼ成功 したので、今後 は花粉
症の軽減法及び治療法のスクリーニ ングを行 う。
(3)森林浴の糖尿病改善効果 に関する動物実験
森林浴 が糖尿病患者の血糖値 の低下 をもたらす
ことが経験的に知 られているが、そのメカニズム
は明 らかに されていない。先行するプ ロジェク ト
研究の結果、快適感 をもた らす香りを吸入 しなが
ら運動 すると、運動中の血圧上昇が軽度で あるこ
とか ら、森林の香 りプラス運動 の効果によ り森林
浴の糖尿病改善効果が説明できる可能性 が示唆 さ
れ た。 この ことを確かめ るため、ラ ッ トを用いた
動物実験 を行 った。平成12年度は、特 に運動が脂
肪 分解による熱産生反応 と脂肪細胞による糖の利
用 に及ぼす影響 に焦点 を当て、運動によ り脂肪細
胞の熱産生 と糖の利用が高 まることが血糖値の低
ドにつながる可能性 を検討 した。その結果 、水泳
を30分以上続け られ るように鍛練 した ラッ トで交
感神経 の伝達物質 ノルア ドレナ リンの投与 による
脂肪組織の酸 素消費量の増加が、鍛練 していない
ラッ トよ り大 きく起 こることが分かった。酸素消
費量の増加は、脂肪 分解 とそれによる熱産生 と正
の比例 関係にあるので、この実験結果か ら、運動
によって脂肪細胞の中の脂肪分解 とそれ に伴 う熱
産生が増加す ることが分かった。このよ うに活性
を増 した脂肪細胞は、分解 に見合うだけの脂肪 を
合成するため、より多くの糖 を取 り込 む可能性 が
ある。そこで、脂肪細胞による酸素消費量 と糖の
取 り込み量 を同時に測定す るための実験方法の検
討 を行 い、グルコースオキシダーゼを用 いる酵素
染色法及び酸化還元電位測定により糖の取 り込 み
を測定す るのが適当 との結論 を得 た。
今後は、脂肪細胞による糖の取 り込みへの運動
の効果 を確定す ることを目指す。 さらに、運動 プ
ラス香 りの効果 について も検討 を始め る。
(4)温泉の もた らす生理心理的効果に関す る研究
温浴の生理心理学的効果 につ き予備的実験 を行
った。
40℃、10分間程度の足浴 は、不安 感、緊張 感、
疲労感 を和 らげる心理効果 を示すが、血圧や心拍
数など全身的な生理状態 には影響 しない ことが分
かった。
研究課題










る豊かな自然 に恵 まれ、環境 に対す る関心の高ま
り、良好な自然環境の中で余暇 を過 ごすことに対
す る欲求の高 まり等か ら多くの観光客 が訪れてい
る。・一方、 この地域は、富士吉田市 を中心に約10
万人の人が生活 し社会経済活動の場となっている。
この ような、観光地 と住民の生活の場 との空間
的重複 を考 えると、観光客の急激 な増加や、過度




光 を基盤 とする地域振興 を図 る上で も、また、地
域住民の快適な生活環境 を整備す る上 でも重点 と





値 と して、自然的価値 、景観的価値、歴史 ・文化
的価値 が取 り上げ られ、「豊かな自然環境の保全」
「美 しい景観の保全 と創造」「心豊 かな文化の育み」
が取 り組み方針 とされている。
本プ ロジェク トでは、富士山北麓地域の環境資
源 を自然資源だけでなく、景観 、あ るいは歴史 ・
文化的資産 も含め 、総合的に把握 し、その持続的




これ までに、景観画像 シ ミュ レーションのため
の画像の収集 と変換 を行 った。 また、人口構造及
び生業活動 、観光 に関する資料の収集 、解析を行
い、富士北麓地域 における観光資源産業の変遷 と
それに伴 う地域変容 を明 らかに した。
さらに、富士 山登山に関する歴 史及び文化的資
産に関する情報の収集を行 うとともに、土地利 用
の変遷 を明らかにす るため、航空写真 によりオル
ソ画像 を作成 し、デ ジタルモザ イク画像の作成 を
行った。
平成12年度 は、蓄積 したデー タの解析 に重点 を
お くとともに、空中写真等の地域資料の収集、デ
ー タ入力、幾何補正等の作業 を行 った。
景観 に注 目す るという本 プロジェク トの目標か
ら、蓄積 した地域データの汎用的な応用手法 とし
て潜在風 景生成 システムの開発を行 った。「潜在
風景」 は本プ ロジェク ト研究 で定義 した新概念で
あ り、具体的 には 「周辺土地利用による遮蔽物が
存在 しない条件の もとで見 えると推定 される仮想
的風景」 とした。当然のことであるが、風景は遠
景 ・中景 ・近景 と奥か ら手前に重 な り、手前に遮
蔽物 があれば奥のよ り遠い 目標物 を視認す る事は
で きない。「街」の風 景であれ ば、視点近傍の土
地利用が風景の質を変化 させる最 も大 きな要因で
ある。 この潜在風景 と 「街」の実際の風景 との比
較対照は、現況土地利 用の評価や、将来計画の検
討 に活用することが可能で ある。 また、この潜在
風景 と現況との比較手法の特徴 として、人為的利
用 を除去 し自然林の再生 を行って も、人為的利用
を強化 して建造物の密度 を高めて も潜在風 景 と現
況 との乖離は大 きくなる事が挙げられ る。つま り、
潜在風景 とい う指標 は開発 と保護 とい う対立関係
に対 して中立であ り、保全(開 発 と保護の調和)
を強 く指向 した計画 ツール と言 える。潜在風景の
生成 システムの実現方法は、空 中写真オル ソ画像
およびDEMをGISエ ンジン(㎜/Mps)上 で
3次 元モ デル化 し、画面 表示 を行 うもので ある。
本プロジェク トで整備 されたデー タにより、必要




検 討で は街 に混在する非建蔽地の風景 に対す る効
果 が認 め られ、その中で も特 に農地の存在する意
義 が大 きい事が指摘 された。今後は、この景観画
像 シ ミュレーシ ョンを用いた地域開発計画の支援
について検討 してい く。
(2)富士 山をモデルと した景観の受容 に関する実験
研究
人 がある景観 を美 しいと感 じる際 、その景観 に
接 して新鮮 な驚 きを感 じるかどうか、同時に快適
感 をもつか ど うかが不可欠 な条件 とされてい る。
図に、景観の受容 に関するブル ンスウ ィックの モ
デル(Brunswiklslensmodel)を示す。 このモデ
ルの特徴 は、本来的 な美 しさを人が感 じとる際 の
外的手がか りになる要 因によって、受容 され る美
しさが影響を受 けること、 さらにそれ らの外的手
がか りが操作可能であるとい うことを示 した こと
で ある。本研究では、富士山の美 しさの受容 につ
き、その形状の面か ら検討 した。山の形状に近似
させ た さま ざまな図形 を被験 者に呈示 し、"富士
山 らしさ凶 と"美 しさ"の 二つの面か ら被験 者に
評価 を求 め た。 その結果 、"富士 山 ら し さ"と
"美しさ"が 有意 な相関関係 をもって重複す る形
状 と、両者が乖離する形状があることが 、これ ま
でに明 らか となった。平成12年度は、男女大学 生
325名を被験者 と し、平成11年度に使用 した図形
について13対の形容詞による7段 階評価 を行 った。
その結果 、以下の2点 が明 らかとなった。
1)形容 詞対への得 点を因子分析す るこ とによ り、
図形問の差は、美 しいとい う形容詞への得点及び
目が覚め る、緊張す る、興奮す るとい う覚醒度 を
表す形容詞への得点の差 として現れやす いことが
分か った。すなわち、被験者は美 しさと覚醒度に
基づ き図形 を評価 していると言える。この ことは、
美 しさの受容 に新鮮な驚 き(覚 醒)が 不 可欠 とす
るブル ンスウ ィックのモデルを支持 している。
2)今回用いた図形 について、高 さ、斜度、面 積な
ど10項目の形態的特徴 と形容詞対への得点 との相
関分析 を行った結果 、頭頂の長 さと斜辺の長 さと
の関係 が、」邑富士 山 らしざ 「と有意 な相関 を示 し
た。斜度や底辺 と高 さとの関係な どが、"富士山
齢
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図 ブル ンスウイ ックモデル
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らしざ'と 相関 しなかったことか ら、富士山を近
くで見た場合に も、遠 くから見た場合 にも共通す
る形態的特徴が 」`富士山 らしざ'を 決定 している
ことが分か った。
これ までの結果か ら、美 しいと評価 される形状
は見る者の覚醒度の上昇 を伴 うことが分か った。
また、形状面か ら見た富士山の象徴性は、頭頂と
斜辺 との関係にあることも分か った。今後 、富士
山の形状 の持つ特徴性 を高める、または低下 させ
る要因 につ き検討 を加 え、 この ような象徴的な景
観を活か した街づ くりの ための基礎資料を提供 し
ていく。
(3)景観画像 シ ミュレーシ ョンシステムの開発
これ までに、周囲の自然 や富士山 を中心 とした
景観 との調和を考慮 し、建造物 などの施設の整備
を行 う際 に不可 欠となる景観画像 シ ミュ レー シ ョ
ンシステムの開発 を行った。また、景観 シ ミュレ
ーション実験 で用い る画像 デー タの収 集と加工を
行った。平成12年度 は、西湖周辺の景観事例研究
を行った。 ここでは、湖畔 に公共施設 の建設 を想
定 し、駐車場 や敷地境界線の柵の形状 の画像 を各
種作成 し周辺の自然環境 との調和 を評価 した。ま
た、標高デー タを用いて航空写真及び人工衛星画
像 を立体映像化 し、視点の高 さによる周辺景観の
違い をシ ミュレー トした。 さらに、本景観画像 シ
ミュレーシ ョンシステムを汎用化す るための改造
の検討 を行 った。今後、 この公共施設の建物 のシ
ミュレーシ ョン画像 を作成す るとと もに、自然環










気圏の境界面 における風化 ・浸食 を初め とす る物
質循環 システムの中で行われて きた もので ある。
この システムに規制 され、ヒ トを含む生物 が育 ま
れて きた。いいかえれば、その時その時の地球表
層部の岩石 ・地層等の状況が水 を媒体 に して生物
類 に影響 を与 えてきた、ということで ある。では、
具体的に山梨県内の各地で、この循環 システムが
どのよ うに行われて いるか を解 き明かそ うとす る
のが本研究である。
当研究室 では、山梨県の各地の岩石や地層の性
質の違いが、水 を媒体に してそこに生育す る生物
類 にどの ように反映 されるかを明 らかにす ること
を研究 している。この解明にあたり、岩石 ・地層、
水 、生物 に含有 される元素分析 を行 う。ただ、こ
の循環 システムの出発点となる岩石や地層 につい
ては、単に化学組成 だけで なく地質構造 、産状 、
分布地域の地形 などが考慮 され水圏への循環が理
解 される。更 に生物圏へ と元素循環 が追跡 される。





我々が山梨 県内の地下水 ・湧水 ・河川水につ き
バナジウム濃度 を分析 した結果 、地域 による濃度
変動が周辺の岩石種 と深 く関連 してい ることが解
明 された。その上で、地下水 ・湧水 ・河川水中の




・植物試料 を採取 して分析 した。その結果、分布
す る岩石の化学的な相違が、水 を媒体 に してそこ
に生育す る生物 にまで反映 してい ることが明 らか
になった。 この現象が人間にまで及ぶか否かにつ
いて現在検討中である。





になる リンの うち、家庭や工場の排 水による人為
的 な分 と自然界にもともと存在す る分 が、水 中の
微量元素バナ ジウムと周辺の地質 を調べ ることで
区別で きそうになって きた。
我々は富士山麓 を源流 とする相模川水系には工
場 などの汚染源が少なくても多 くの リンが検 出 さ
れ ることに注 目した。富士山麓の地質や岩石には
そ もそも多 くのバナジウムと リンが含 まれている。
リンが洗剤や農薬 に多く含まれて人為的に河川な
どに流 されやすいのに比べ、バナ ジウムの その量
は きわめて少 ない。 このため調査対象の水のバナ
ジウム濃度 と地質を調べれば自然 界に存在す る リ
ンの量 を推定で き、それ以上に検 出 された分 は人
為的 な汚染の影響 と考 えて大 きな矛盾 はない。
この方法で富士川水系 と相模川 水系の河lll水を





に異な る岩石種が分布す る富士川 及び相模川が存
在す る。 これ ら両河川の上流か ら下流域 にわ たっ
て 多数の地点か ら採取 された河川水につ き主要及
び微量元素濃度を明 らかに した。 その結果、バナ
ジウム、 リン以外の元素について も、その濃度パ
ター ンか ら3-5グ ループに分類 で き、これ らの
元素 につ いても採水地 点周辺の地 層 ・岩石の化学
的 な性質が反映 されていることがわか った。
更 に、銅、鉛、カ ドミウム等の従来岩石以外か
らの寄与が大 きいと考 えられる元素で さえも、こ
の分類 に当てはまり、従来の環境汚染調査におい












富+山 は山梨県は もちろん 日本 を代表す る山岳
で あり、その周辺に見られ る豊 かな自然は、県民
の貴重 な財産である。この貴重 な財産 を、私 たち
は自然 と調和 した形 で次世代に引 き継 いでいかな
ければならない。
一方で、現 在、地球規模の環境問題 として温室
効果 ガスの増加 に伴 う地球温暖化が重要 な問題 と
して とらえ られている。地球温暖化は、高山帯 を
含め極域 で最 も大 きくしか もセ ンシテ ィブに影響
を受け ることか ら、高山帯や寒帯 など極域での植
物 の適応 に関す る研究の重要性 が指摘 され てい
る。 しか しなが ら、高山帯 や樹木限界付近 での研
究 は進 んでいない。
ところで、環境 が変化 した場 合植物 にどの よ う
な影響 を与 えるかを知るためには、環境 に対す る
植物の反応 性、つ まり植物の環境適応機構 を解明
す ることが必要で ある。 しか し、高山帯の植物 に
関す る研究では、植生の記載等に集中 し、植物の
環境適応機構に関す る研究 はほ とん どな されてい
ないのが現状 である。
さらに、植物の環境適応機構 を知る ことは、そ
の植物 を保護 する場合、 どのよ うな環境 を保てば
その植物が生 き残れるか を知る基礎的な知 見とな
る。
以上の ような理由 から、本研究では、富士山の
樹木限界付近 に生育す る植物の環境適応機構 を解
明 してい きたい。
今までに、秋季か ら初冬季 にかけての樹木の葉
の光合成 について測定を行った。測定 を行 った時
期は10月末 と既 に降雪が見られ る時期だった。測
定 には ミネヤナギ、カラマツ、 ダケカンバ 、 ミヤ
マハ ンノキの4種 類 を用いた。測定 を行った個体
はどの種 も、スバル ライン沿いの明 るい場所に生
える個体で、用いた葉は良 く日が当た る葉 を選 ん
だ。測定の結果、降雪が見 られ また落葉直前の晩
秋か ら初 冬時期 にも、どの種 も高い光合成速度 を
持つ ことがわかった。 どの種 も落葉直前 まで光合
成 を行 っていると考 えられ ることか ら、も し地球
温暖化が生 じ成育期間が長 くなれば、どの種 も成








対す る国際的な取 り組みを議論す る気候変動枠組
条約第6回 締約国会議(COP6)ではEUと日本 ・
アメ リカが二酸化炭素の森林吸収量 をめ ぐって激
しく対立 し、結局会議 は決裂 して しまった。 しか
もアメ リカは、二酸化炭素 の削減 目標 を決 め た
1997年の京都会議(COP3)での議 定書 その もの
を国益に反す るとして無視す るよ うな動 きに出て
い る。 このよ うに現在人間活動に伴 う二酸化炭素
の削減および その固定 ・吸収量増大のための、対
策技術の定量 的評価が緊急の課題 となってい る。
このため植物生態学研究室 では、県民生活 にも影
響 を与 える温暖化対策を策定す るための基礎資料
として、森林生態系のCO,吸収量 を高い精度で測
定 し、陸 上生態系のCO、吸収能力 を科学的 に評価
す るための基礎 デー タを集める研究 に取 り組 んで
いる。
植物 は光合成により大気中か らCO,を吸収 して
有機物 に変 えると同時に酸素 を排出 している。森









枯死 ・脱 落量 につ いて は、落葉 ・落枝量(リ
ターフ ォール)を 調べ るリター トラップと、大型




リターフ ォール は年変動 が大 きく通常5年 以上は
継続 して調査 しない と正 確な値 は把握 で きない。
また大型の枝の落下量 は季節性が明確でなく、そ
の総量は リターフォール に比べてわずかであった。
森林全体での成長量 を調べ る方法はい くつかあ
るが、非破壊的 な調査が行えること、樹種 やサ イ
ズに依存 した成長量 が把握で きることなどの利点
の ために、胸高直径 を毎年測定 し森林全体での現
存量 の変化 を調べ る方法 を採用 した。2000年3月
に直径4.5cm以上の樹木 について胸高位置にペ ン
キでマークを付 け、スチール メジャーによって正
確に直径 を測定 した。 しか し温帯では一年間の直
径成長 はわずかで、樹種 によっては年輪の季節変
動 もあることか ら、今後の成長の正確な測定を行
うための手法 を検討 した。い くつかのサ ンプル木
について直径の季節変動 を測定 した結果、アカマ
ツは5月 頃か ら成長 を始め9月 ごろにピークを迎
えるが、その後直径 は徐々に細 くなってい く傾 向
を示 した。 また極寒季 においても直径 は変動 を示




に終了 し、その後直径はほ とんど変化 しなかった。
2001年3月に胸高直径の再測 を行 った。データ
は解析 中で森 林成長量 は まだ計算 されて いない
が 、アカマツについては、冬季で も直径の変動が
激 しいこと、年間の直径成長は1-5mm程 度 し
かないこと、また元 々のサイズが大 きいことか ら
測定のわずかな誤差 がバイオマスの推定 において
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大 きな誤差 を生み出す ことなどか ら、測定方法や







ると言 われてお り、いくつ かの分類群(例 えば水
生 昆虫)に ついては、既 にかな り古 くよ り環境変
化の指標 として、調査研究が成 されて きてい る。
当研究室 では、最近欧州 をはじめ多 くの国で環境
生物指標 として着 目されて きている蝶類 を対象 と
して、 自然度の異 なる環境下の蝶類相 を把握す る
ことに より、自然の移 り変 わりと蝶相 の関係 を明
らかに し、蝶 を自然環境指標 と して活用す る手法
について研究 している。
今 までの ところ、富士山北麓において も、蝶類
は自然環境の変化に対 し、大変敏感 な生物で ある
ことが判明 して きてお り、蝶が 自然環境変化の指
標 と して十分活用で きる可能性のあることが判 っ
て きた。平成12年度 も引 き続 き、自然度の高い環
境お よび低 い環境 に結び付 く蝶類 を特定 し、かつ
それ らの蝶類 がどの ような生態的特性 と結び付い
てい るのか を明白に してきた。富士北麓において
も、人 為撹乱 の少 ない安定 な環境 には、年1化性
の増殖 力の低い種が結び付 いてお り、富士山の蝶
相 を特徴づ ける温帯草原性蝶類の一部 もこの よう
な種 で あった。富士山の蝶相 を特徴づける温帯草
原性 や疎林性の蝶類 は、隣県(神 奈川県、静 岡県、
東京都 など)で は絶滅種や絶滅危惧種 になってい
る種(ヒ メシジミ、アサマ シジミ、 ヒメシロチ ョ
ウ、アカセセ リ、ギ ンイチモ ンジセセ リ、 ヒ ョウ
モ ンチ ョウなど)が 多く、 その意味で もこれ らの
種が富士山のどのよ うな自然環境 と結び付いてい
るか を特 定 し、これ らの種 を維持 ・保護するため
の保 全策 を検討 していく必要性がある。
平成12年度 は、特 に群集の中での絶滅 危惧種 の
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位置付 けを見 るために、プロジェク ト研究で得 ら
れ た群集 デー タについて多変量 による解析 を行 っ
た。その結果、先ず群分析(最 遠隣法 、種間類似
度 はユーク リッ ド距離)を 行 ったところ、 この群
集 は3つ の種群(1、H、 皿群)よ り構成 されて
いることが分 った。次 に同 じ群集 デー タにつ いて、
分散一共分散行列 に基づ く主成分分析(PCA)を
行 い、第1軸 、第2軸 を基 にする構成種 の散布図
を描い たところ、先 の群分析 で識別で きた3つ の
種群(1、H、 皿)は 、第1軸 の負か ら正の方向
に向かって分布 していることが判 明 した。 この こ
とか ら、これ らの種群の分化に第1軸 に関連 する
要 因が重要 な役 割 を演 じて いた ことが示唆 され
た。一方 、相 関分析 や各地区の環境記載か ら、第
1軸 は個体群の大 きさと、また第2軸 は人為草原
一推移帯一半 自然草原の傾度 と関連 してい ること
が分った。第2軸 は先のn、 皿群の種 に大 きく影
響 を与えているため、種群の分類 に第2軸 の影響
も加味す ると、この群集 は性格や特性 の異 な る3
つの種群(A、B、C群)に 分割するのが妥 当で あ
ると考 えられた。
A群:小 個 体群サ イズ、推移帯 や林 、寡 化性 、'
狭分布
B群:大 個体群 サイズ、人為的草原 、 多化性 、
広分布
C群:大 個体群サ イズ、半自然 草原 、寡化性 、
狭分布
これ ら3種 群の生態的特性 を比 較 してみ ると、
人為草原種一半自然草原種 一推移帯 ・森林種 とい
うr-Kの連続 系列 にフ ィッ トす ることが分 か っ
た。結果 として、富士山麓 で現在 、最 も衰退 が激
しく保全 ・保護の急務な種群は、Cの半 自然草原
種群で あることが判明 し、多変量 解析 を通 じて、









要課題の1つ であるが、自然が豊富で あると言 わ
れる本県において も、開発等 による自然環境の改
変によ り、絶滅 が危惧 される生物 が増加 して きて
いる。これ らの生物の保護 ・保全は急務で あるが、
残念なが ら、本県の絶滅危惧生物の分布や生態の
科学的解明は、殆 ど進んでいないのが実態 といえ
る。そこで本研究 においては、 これ らの絶滅危惧
生物の分布や生態等の実態 を捉え、これ らの生物
の適切な保護対策 を講 じるための基礎資料 を集積
す ることを目的 とす る。
今までに、レッ ドデータブ ック記載種の ヒメギ
フチ ョウの個体群構造 を調査 し、本種の生息場所
が森林内にパ ッチ状に分布 し(メ タ個体群構造 と
い う)、成虫はそれ らのパ ッチ間 をかな り頻繁 に
移動分散 しなが ら、1つ の地域個体群 が維持 され
ているらしい ことが判って きた。 また、調査地 に
おける幼虫の食草で あるウスバサイシンの分布調
査でも、食草が森林内の沢筋等に点状に分布 して
い る事 を確認 し、本種 がメタ個体群構造の分布様
式 を示 す事 を幼虫 の食草の面か らもサポ ー トし
た。平成11年度の調査で、パ ッチ個体群 の大 きさ
が年によ りかなり変動することが確認 され、ここ
の個体群の場合は、年々サ イズが減少傾 向にある
ことが判明 した。 この理由 については、現在幾つ
かの説 について検討中である。
一方 、県の天然記念物で ある ミヤマシロチ ョウ
の調査 においては、次の点が明 らかに された。1)
本種の八 ヶ岳 の主要生息地 における個体数は、こ
こ近年明 らかに激減傾 向にあること。2)そ の原
因 としては生息環境 の変化(人 為的な開発等 でな
く、生態的な遷移の進行など)や 採集圧などが考
えられ ること。3)特 に、その構図 としては、主
要生息場 所 の植林地において管理 の不在 が生 じ、
そのため生態的 な植物の遷移が進行 し、植林地 に
ササ類等が繁茂 して本種成虫の主要蜜源植物(ク
ガイソウ、アザ ミ類 など)が 激減 したことが本種
個体数減少の主因 と考 えられ る。平成12年度は成
虫個体のマーキ ングによる個体群構造の調査 を実
施す る予定で あったが、個体数の減 少が著 しく、
マー キ ング調査 を実施す ることが出来なかった。








導体産業 をは じめ とす る先端科学技術 を支 える資
源 として注 目されて きている。一方 、金属結合 タ
ンパ ク質の一つであ るメタロチオネィンは重金属
毒性軽減作 用を有 してお り、哺乳類 をは じめ とし
て、魚類 、鳥類 など動物全般においてその存在 が
確認 されている。 また、メタロチオネィンは、重
金属 をは じめ として様 々な薬物 やス トレスなどに
よってその合成 が誘導 される。そのため、重金属
や化学物質の環境汚染の生体影響評価(環 境汚染
バ イオマーカー)と してメ タロチオネインを利 用




きてい る希土類元素か らランタンおよび セリウム
を選び これ らの金属元素 をマウスに投与 した場 合
の メタロチオネイン誘導合成 について検討 を行 っ
た。まず、ランタンあるいはセ リウムをマ ウスに
投与 し、肝臓および腎臓 中の金属 含量の測定 を行
った。その結果、ランタンおよびセ リウムは主に




誘導合成す ることが明 らか となった。特に、セ リ
ウムは多 くの メタロチオ ネインを誘導合成 した。
そ こで、我 々が平成10年度 に構築 したHPLC/ICP
質量 分析 システムを用い、セリウムを投与 したマ
ウスの肝可溶性画分の金属の存在形態の分析 を行
った。その結果 、セリウムはメタロチオネインに
結合 しておらず、高分子画分 に存在 した。誘導合
成 された メタロチオ ネィンには亜鉛 とわずかの銅
が結 合 していた。従 って、セ リウムは メタロチオ
ネインを肝臓 に高濃度誘導合成するものの、合成
された メタロチオネインには結合 しない ことが明
らか となった。 しか し、これ らの検討 だけで は、
希土類元素によるメ タロチオネイン誘導合成機 構
は不明で あるが、メタロチオネインが希土類元素





研 究 担 当
環 境生 化学 研究 室 、 県水産 技術 セ ンター 、帝 京
大 学 薬 学 部 、 日本バ イオ ・ラ ッ ドラポ ラ トリーズ
(株)、(株)ト ラ ンス ジェニ ック、熊本 県立大 学
研究 目的および成果
内分泌撹乱化学物質(環境ホルモ ン)問題では、
女性 ホルモ ン様作用を持 った化学物質 による内分
泌撹乱 が最 も大 きなテーマの一つ として取 り上 げ
られている。オスの魚のメス化現象が世界各地か
ら報告 されているため、当研究所で も特定研究 と
して県内の コイの メス化調査が行われ ている。 し
か しなが ら全ての水域に調査に十分 な数の コイが
棲息 し採捕 が可能 とは限 らないため、コイ以外の
採捕可能 な多くの魚種についてメス化調査が出来
るよ うになることが必要である。
近年 、外来魚であるブラックバ ス(オ オ クチバ
ス)や ブル ーギル は日本全国の湖沼等 に棲息す る
ようにな り、本県で も河口湖、山中湖 、西湖で漁
業権魚種 としてブラックバスの放流 が行われてい
28
る一 方 、他 の 水域 で は害 魚 と して駆 除 す るた めの
採 捕 が行 われ て い る。本 研究 は、淡 水域 の食 物 連
鎖の 上 位 に位 置 し、蓄 積 性 の化学 物 質 が よ り多 く
蓄積 し影 響 が出 やす い と予想 され る ブ ラ ックバ ス
と ブル ーギ ル を用 い て、環境 ホル モ ンの 影響(特
に、 オ スの メス化 の程度)を 調 査 す る手 法 の 確立
と その応 用 を 目的 と してい る。
(1)ビテ ロ ジ ェニ ン測定 法の 検討
オス の魚 の血 液 に 含 まれ る卵 黄 蛋 白前 駆 タンパ
ク 質 ビテ ロ ジェニ ン(Vtg)が 、 オ スの 魚の メ ス
化 の 指 標 と して用 い られ て い る、 現 在市 販 の ビ テ
ロ ジェニ ン測定 キ ッ トでは ブ ラ ックバ ス、 ブル ー
ギ ルの ビテ ロ ジ ェニ ンを測定 で きない た め 、平成
11年度 に引 き続 き測定 法 に関 す る検 討 を行 っ た。
しか しな が ら、依 然 と して ビ テ ロジ ェニ ンに対
す る特 異性 の 高 い抗 体 が得 られ て い ない た め 、 ウ
エ ス タ ンブロ ッ ト分 析や酵 素 免疫 測定 法(ELISA)
に よ る 測 定 は 可 能 と な っ て い な い 。 そ こ で 、
SDS一 ポ リ ア ク リル ア ミ ドゲ ル 電 気 泳 動 法
(SDS-PAGE)によ る測定 を検 討 した とこ ろ、30
μg/m1程度 の ビテ ロ ジ ェニ ン を検 出す る こ とが
可 能 で あ る と考 え られ たの で 、この方 法 を用 い て 、
ブル ー ギル をエ ス トラジオ ール とビス フェ ノール
A(BisA)に暴 露 す る水 槽実験 を行 った。
(2)エス トラ ジオ ール(女 性 ホル モ ン)と ビス フ ェ
ノールAの 相 乗効 果
水温20℃でオ スの ブルーギル を0.1、1、10μg/m1
の エ ス トラ ジオ ー ル に1週 間 暴 露 した と こ ろ 、
0.1μg/m1では ビテ ロ ジ ェニ ンの 誘 導 は認 め られ
ず 、1、10μg/mlで 顕 著 な ビ テ ロ ジ ェニ ン誘 導
が認 め られ た。 また、単 独 で は ビテ ロジ ェニ ン誘
導 が起 きな か っ た1μg/mlの ビ ス フ ェ ノ ー ルA
と0.1μg/m1のエ ス トラ ジオ ール の 両 方 を 含 む水
で ブル ーギル を1週 間飼 育 したが 、 ビテ ロ ジ ェニ
ンの誘 導 は起 こ らず 、今回 の実 験 条件 下 で は エ ス





ど様々なものがあるが、 コス トや手間がかか るこ
とを考 えると、 さらに良い測定方法の 開発が望 ま
れ る。我々は、極微量の血清で簡便に測定で きる
可能性 を持 った新 しい ビテロジェニ ン測定法 と し
て、キ ャピラ リー電気泳動法に着 目し、実用化に
向けた検討 を開始 した。
サンプル として、 ビテロジェニ ンを殆ど含 まな
いオスの コイの血清 と、13mg/m1のビテロジェニ
ンを含むメスのコイの血清 を用い た。
等電点キ ャピラ リー電気泳動 法、SDSキャピラ
リー電気泳動法、キ ャピラ リーゾー ン電気泳動法
(いずれ もUV検出)を 用いて2つ のサンプル を比
較 した結果、SDSキャピラリー電気泳動法 を用い
たときに、メスの血清でのみ認め られ るビテロジ
ェニ ンと考 えられ る泳動 ピークが認め られた。 し
か しながら、 ビテロジェニ ンと考 え られる ピーク
は、オスの血清で認め られた小 さな他の ピークと
は完全 には分離 していないため、本法の検出感度
は今の ところ低 く、数mg/ml以上 の高濃度の ビテ
ロジェニ ンを含む血清の測定 にのみ応 用可能であ
った。今後キ ャピラ リー電 気泳動法に よる ビテロ
ジェニン測定 を実用化す るには、泳動 条件や蛍光









山梨県の特徴であ る日較差 による急激 な気温低
下 、冬期の寒冷 は、乳幼児や高齢者に大 きな影響
を及ぼす。人が寒冷に適応す るためには、脂肪や
筋 肉を使 って余剰の熱 を作 りだ し、 一方で摂食量
を増やす とい う戦略 をとる。本研究は、このよう
な戦略の生理学的 メカニズムとその意義 を明 らか
にす ることを目指 している。
平成11年度 までに、以下のことを明 らかに した。
①低温下では、胃腸の収縮運動の振幅(収 縮 力)
が増大す る。② この胃腸の収縮力の増大は、平滑
筋 内の収縮機構の遊離 カル シウム利用率の上昇 に
よる。
平成12年度 は、寒冷 に際 して強力な熱産生 を行
い、体温の低下 を防 いでいる褐色脂肪細胞 と甲状
腺 ホルモンとの関連 につ きラッ トを用いて実験 を
行 った。
寒冷に曝 され た後の、血 中甲状腺ホルモンの動
態 と、褐色脂肪組織重量、胸腺重量の解析 を行 っ
た。寒冷に曝 されてか ら1～4週 間 目までの解析
は、平成11年度 に済 ませてあるので、平成12年度
は、特 に寒冷暴露後1週 間以内の変化に注 目 した。
甲状腺 ホルモンの内、遊離 トリイオ ドサイロニ
ン(Fr,)は、寒冷暴露後1日 目と2日 目に血 中
濃度が大 きく増加 し、5日 目以降 は濃度が低下す
ることがわかった。褐色脂肪組織重量は、2日 目
か ら7口 目にかけて顕著 に増加 した。胸腺重量 は、
2日 目までは減少 し、その後緩やかに回復 してい
った。以 上の結果 と平成11年度の結果 を考 え合 わ
せると、寒冷 に曝 されて2日 目までのFT,の増加
が、それ以後の褐色脂肪細胞の増殖 と熱産生の増
加に必須であることが予想 され る。
2口 目までの寒冷ス トレスが強 力に作用 したこ
とは、胸腺重量が2日 目で最 も低下 したことか ら
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もわかる。従来 、甲状腺ホルモ ンは、長期間寒冷
に曝 され た場合の適応反応 に関係す ると言われて
いたが、今回の実験結果により、寒冷 ス トレスの




期の寒冷 ス トレスで は甲状腺 ホルモンによる熱産
生反応 の賦活化が起 こるとされて きた。 しか し、





指先 部および鼻部の皮膚温 が低下 し、容積脈波の
振幅 も減少 した。 また心拍数については、その増
加量の差異 が認め られ、香 りを吸 入 したほ うが、
心拍数の増加は少ないことがわかった。
3)作業中の脳波 の記録を比較す ると、課題直後 は
両群 とも相対的な α波の出現量が多くなる傾 向に
あった。 この ことは香 りの吸入が、自律神経系の
みならず、中枢神経系に も作用することを示唆 し、
香 りが注意や覚 醒水準 といった認知機能 に影響 を
与 えた結果、作業効率が維持 される可能性 が示 さ
れた。
本年度の研究に より、香 りが知的作業効率 の低
下 を抑制す ることが確認 された。 またこの効 果が
注意や覚醒 といった認知機能に関わってい ること
が示唆 された。平成13年度以降では、香 りが中枢




研 究 目的 および成果
平成9年 度か ら11年度 にかけて行 ったプ ロジェ
ク ト研究 「快適な環境づ くりに必要な基準 につい
ての研究」 において、環境要因 として嗅覚刺激に
着 目 し、知的作業 を行 う際 に好みの香 りが存在す
ると、疲労 、ス トレスなどによる作業効率の低下
を抑制す るという現象を見いだ したが 、この よう
な香 りの効果の信頼性を確認す るため 、認知作業
と して文字の照合課題を用いた実験 を行い、行動
指標お よび生理指標か ら検 討を行 った。被験者は
大学、短 大、専門学校の学生と し、 コンピュー タ
画面に提示 され る2つ の文字が同一であるか否か
の判断 を連続 して約15分間行わせた。実験条件 に
は、被験 者の好みの香 りを吸入 しなが ら作業 を行
う群 と、香 りを吸入せず に作業 を行 う群の2条 件
を設 けた。その結果、以下の ことがわかった。
1)作業効率 をあ らわす反応時間を比較す ると、香
りを吸入 しない場合 は、課題の後半で反応時 間の
遅れが見 られ作業効率が低下す るが、香 りを吸入
す ると、このよ うな作業効率の低下は認め られな
いQ
2)香りの有無 にかかわ らず 、課題開始直後か ら、
研 究 課 題





暑い時、私 たちの体は皮膚の血管 を拡張 させて
余分 な熱 を逃 した り、汗 をかいてその気化熱 で体
を冷や した り、呼吸 と共 に余分な熱 を捨てた りす
る。一方、寒 い時 には体熱を温存する為に皮膚の
血管 を収縮 させた り、筋肉で 「ふるえ」 を起 こし
て熱 を作 った りす る。 これ らの作業の ために、皮
膚 で神経 シグナルに変換 された温度情報は体の末
端 か ら脳の視床下部と言 う領域 に上 り、そ こで温
度情報の解析 がな され、その結果、号令 をかけ る
神経 シグナルが脳か ら体の末端 に下 るの であ る。
つ まり、温度 シグナルには 「上 り」 と 「下 り」 が
ある。
この様な体温調節機能 がうまく作動 して、私 た
ちの体温は特 に極端な環境温度の変化や激 しい運
動 な どがないかぎり常に一定に保たれてい る。健
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康 な状態 では基礎体温 は36.5℃か ら37.0℃の間で
ある。 この範囲からはずれ ようとす る状況が生ず
ると、上記の如 く体の体温調節機能 が非常によく
働 いて体温を基礎体温の範囲内に戻 そ うとす る。
この様 に して、体温調節の 中枢神経機構の研究が
始め られておお よそ半世紀経過 したに もかかわ ら
ず 、温度情報の 「下 り」の経路が よく理 解 されて
いなかった。私たちの研究室 はラッ トで最新の分
子生物学的手法は もとよ り、様 々な方法 を用いて
この 「下 り」 の経路 を世界に先駆 けて発 見 した。
その経路 は、中脳の特殊 な細胞群は延髄 にあるオ
リーヴ下核細胞、次いで脊髄 は胸椎の中間質外側
核細胞 と交感神経節後神経細胞 を介 して末梢の体
温調節効果器にいたるものである。同時に、基礎
体温がいかに して作 られるのか、などの新 しい考









環境の変化 に伴 い、そこに生活す る住民の ライフ
スタイルにも大 きな変化が生 じて きている。一方、
ライフス タイルの違いによって、人は生活環境 を
どのように認識 し、その変化 に対 して どのよ うに
行動す るかが異な り、結果 としてライフスタイル
の変化が身近 な環境 を変化 させることになる。地
域住民の ライフスタイルの変化 として、生業活動
の変化 とそれ に伴 う土地利用の変化 は、身近な生
活環境、特に、自然環境の変化 と密接 に関連 して
お り、その関連 を個 々の地域特性 の違いを考慮 に
入れなが ら明 らかにすることによって、自然環境
の保全 と住民の健康で快適な生活 とが両立 した地
域生態 系の構築 をめ ざす ことを目的 とす る。
生業活動 と自然環境 との関連 を考える場合 、第
1次産業、特に農業の形態の変化に着 目することが
重要 である。 また同時 に、第1次 産業に代わる第
2次、第3次 産業が成立する地域基盤の有無が人
[の 変化 とも関連 し、 自然環境 に影響 を与 えるこ
ととなる。 ところで、山がちで平地面積が限 られ
る山梨県において は、生活空 間と周囲の自然環境
が近接 している地域が多い ことか ら、野生鳥獣 に
よる地域住民の生活への影響 が大 きな問題 となっ
ている。 このよ うな視点か ら、生業構造、特に農
業形態の違いと野生鳥獣の影響 との関連 について、
複数の地域 を対象 とした比較調査 を進めている。
第1の 調査地 として、平地面積が限 られており
農業は自家消費用の作物 の耕作 に限 られ、 また、
戦後の早 い段階か ら産業の高次 化が進み人口が維
持 されて い るとい う特 徴 をもつ都留市 を選 定 し
た。地域住民を対象に、生業活動の変化 、それに
伴 う土地利用の変化、 さらに鳥獣害の状況に関す
るア ンケー ト調査 を実施 した。 まずは じめに、こ
の地域での農業形態の特徴を明 らか にす ることが
重要で あると考 え、現在耕作 を行っている世帯 を
対象 に分析 を行った。
生業活動の変化 に関 しては、兼業の状況 、農作
物の変化、作業人数、作業時間、農業に付随す る
自然資源利用の変化な どにつ いて尋ねた。 この地
域では産業構造の高次化 に伴 い、戦後早 くか ら兼
業化 が進展 し、現金収 入を得 るための養蚕やコン
ニ ャク栽培 と自家消費作物を栽培す る田畑 の耕作
が複合 した農業形態であった。 しか し、1960年代
にはい り、養蚕業の衰退や農業従事者の高齢化 に
よって、自家消費作物栽培のための田畑の耕作の
みへ と変化 した。現在では、かつて第2次 、第3
次産業に従 事 していた高齢者 が農業 を引 き継いで
お り、世帯の中で農作業 を行 う人数、1日 の農作









度の面積が栽培 を放棄 された形で残 されてい るの
3]
みで あった。かつて桑畑 として利用 されていた土
地の うち、25%は工場用地 やゴル フ場 に転用 され
てい る。55%と半分をこえる広い面積 に針葉樹の
植林 が行われたが、現在 は手入れ も行われず放置
され た状態 となっている。また、田畑 に転用 され
たのは20%にす ぎず、 しか も、その うち約1/4
では作物 は栽培 されていない。一方、自家消 費作
物栽培 用の 田畑の面積 も、1970年頃 までは若干増
加 して いた ものの、1990年には約70%に減少 し、
一 部は耕作放棄地 として放置 されてい る。
この よ うに、農業形態の変化に伴い、耕作面積
が減少 し、放棄 された桑畑や耕作放棄地 、あるい
は、放置 された植林地 が増加 している。また、 自
然資源が利 用 されなくなったことにより、周辺の




地 に出現す るようになった年 を聞き取 りにより調
査 した。 イノシシについては1965年か ら出現 を認
識す る人が見 られるようになるが、 この時期 は林
縁部 に耕作 されていた桑畑が急激 に減少 を始めた
時期 と一致 している。サルについては1980年頃か
ら出現 を認識す る人がで はじめ、1990年頃 までに
はほ とんど全ての人がサルやイノシシの出現 を認
識す るよ うになってい る。 さらに、それ以降 出現
頻度の増加や被害の深刻化が見 られ た。動物生態
学研究室の研究 によると、栽培が放棄 され た桑畑
や耕作放棄地を野生動物 が頻繁 に利用 していると
報告 されてお り、農業形態の変化に伴 う土地利用
の変化 が鳥獣害の被害 を大 きくしていると考 えら
れ る。
鳥獣害被害 を減 らす ためには、農業形態の変化
を引 き起 こしている要 因をさらに詳細に分析す る
とともに、農業従事世帯 だけで なく、第2次 、第
3次 産業 に従事する世帯 を含めた地域全体 と して
の土地利用 や自然資源の利用 についての分析が必
要 とな る。 また、自家消費用の農業 とは異 なる農
業形態 をもつ地域 において も同様の調査 を実施 し、
個 々の地域特性 を考慮 しなが ら自然環境の保全 と
住民の健康 で快適 な生活環境 とが両立 した地域生










大気、水質、地質、植物 、土地利用 などにつ い
て人工衛星 デー タで広域的かつ定性的 に把握す る
ことは可能 だが、安定 して精度よ く人工衛星デ ー
タを用いて環境調査 を実施す るため にはコ ンピュ
ー タによる画像処理技術や定量化の ための手法開
発、将来予測モデルの開発など解決すべ き問題 も
多い。 また、調査す る対象により新 たな環境指数





平成11年まで にLANDS1皿お よびSPOT衛星 デ
ー タによる植生指数(NDVI、VSW指数 な ど)を
用い た長期的環境変 化把握手法の検討 を行 った。
平成12年度 はLANDSAT、SPOTデー タに加 え
ASTER衛星 によ るデー タが長期 的環境 変化把 握
に利 用可 能か ど うか検討 した。 また、ASTERデ
ー タをLANDSAT、SPOTデー タと相 互比較 す る
ための手 法の検討 を行 った。 さらに、ASTERデ
ー タを用 いたVSW指数 が どの程度長 期的環境 変









て見直 し、自然環境 と調和 した地域(自 然 と人 と
の共生)を 実現 してい くことが環境行政の究極的
な課題となってい る。 自然環境の変動 は人間活動
と密接な関係 を有 し、地域の持続的発展の維持 と
自然環境の保全の両立 を目指 した施策が必要 とな
る。 この ためには、自然環境状態の変動 を的確 に
把握 し、持続的発展のための具体的な方策を提案
することが重要で ある。
幸いに して山梨 県は、周囲 を山岳 に囲 まれて地
理的に独立 しているとともに、豊かで多様 な自然
を残 してお り、 自らの努力で こう した地域 を実現
で きる条件を有 してい る。 こうした ことを踏 まえ
本研究では、社会的 ・経済的活動が環境にどの よ
うな影響を与えるのか を明 らかにする手法を開発
し、環境変 化予測 モデル を構築 する ことによ り、
山梨県の将来 を見据 えた地域づ くりを支援す るこ
とを目的 としてい る。
平成11年度 までにLANDSAr衛星 デー タを用い
て土地被覆や植生 分布などの変化を把握するため
の時系列デー タ解析 手法の検討 を行 った。 また、
高頻度で観測 されてい るNOAA/AVHRR衛星の時
系列データを用いた解析 に着手 した。平成12年度
は平成11年度に引 き続 き、環境変動 を把握 する目
的でLANDSAr、SPOT、A訂ERおよびNOAA衛星
の デー タを用いた時 系列解析 を開始 した。 また、
















の基盤の一つ として整備 、活用 してい くことを目
的 としている。
平成12年度 には基盤 デー タ整備 を継 続 したほ
か、研究の基盤 となる大容量 ファイル システムと
GISソフ トウェアを中心 とす る処理系の運用を開
始 した。 この シ ステムを用いて、「自然環境」 と









が近代化する以前、 日本の農村地域 では自給 自足
に近い社会 システムが存在 した、としている。 目
本における伝統 的な、「自給自足;持 続可能」土
地利用システムに着 目し、過去の景観構造 を分析
することは、環境の時代にふ さわ しい社会 システ
ムづ くりにおいて、その基礎的なア イデアを得 る
ことにつ ながる。本研究が目指す ところは伝統的
社会 システムへの回帰 ではなく、現在 に活用可能
なエ ッセ ンスを見出す ことで あり、あ くまで共生
的な社会 システムの再構築 を重要視 している。
本研究 は、 これ らデータの統 合 ・解析において
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GIS(地理情報 システム)を 活用 し、古地図や文
献 、航空写 真、衛星デ ータなどの資料 を用 いて、
地域の土地利用 システムの変化 を追い、現地調査 、
住民への ヒァ リング調査 などと併せ伝統的な土地
利 用の持つ価値の把握 と、現在 そ して将来におけ
る地域環境計画への応用を目的 とす る。平成12年
度 は、国土地理院より明治時代の古地図 を入手 し、
土地利 用の 分析等 に着手 したほか、都留市 ・大月










本 県においては近年 、大型 ・中型哺乳類(特 に
ニホ ンザル 、ツキ ノワグマ、イノシシ)に よる農
作物への被害が増加 している。中で も、モモや ス
モモなどの本県 を代表す る農産物で ある果樹 や果
実への被害 が顕在化 してお り、今後 、さらに被害
の増加が予想 され る。
そ こで、本年度 は特に果樹地帯 における野生動
物による果樹及び果実の被害の実態 を把握 し、被
害防止対策の提言 を行 うことを目的 とす る。
研究成果
これ までの調査か らも、 イ ノシシ、ツキ ノワ
グマなどに よる果樹被害 が東八代地域で顕 在化 し
てお り、緊急の対策が必要 とされている。そ こで、
まず、平成12年度は、聞 き取 り調査を中心 に、果
樹被害の実態杷握調査 を行 った。 さらに、農作物
被害 内容 の客観 的把握 を行 う必要 が ある こ とか
ら、赤外線 自動撮影法 による被害判定の可能性 を
技術的な面か ら検討 した。
聞 き取 り調査 は中道町宿区で行い、戸別訪問 に
よる面接聞 き取 り法を用いた。聞 き取 りの対象者
は農作物被害の有無にかかわ らず中道町 内におい
て山際農地 を所有する農家 とし、中道町産業振興
課の協力 によ り中道 町内の5区か ら合計24人を選
択 した。聞 き取 り内容 は、個人属性 、被害 分布 、
平成12年度の被害状況 、被害対策、今後の農業経
営 、放棄耕作地 、野生動物の知識、 と した。中道
町における野生動物 による被害 は、御坂山麓の林
縁部 に近 い農地 に集中 してい た。集落付近の平坦
農地 にわずかに見られ た被害は、全てカ ラスに よ
る ものであり、 イノシシ、クマによる被害 は、山
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際 に近 い農地 での み見 られ た。 本年 度 に動 物 に よ
る農 作 物 被害 を受 けたの は、24人中17人(70.8%)
で あ った。 被害 農 作物 は、果 樹 で は 「モ モ」、 「ス
モ モ」、 「ブ ドウ」、 「カキ」、「ナ シ」 で あ り、畑 作
物 で は 「イネ」、 「トウモ ロ コシ」、 「サ ツマ イモ」、
「サ トイモ」、 「カボ チ ャ」、 「ラ ッカ セ イ」、 「ノザ
ワナ」、 「ハ クサ イ」 で あ った。 加害 動物 は イ ノシ
シ、クマ 、ハ ク ビシ ン、カ ラス、その他(ノ イ ヌ)
で あ った。 農 作物 被害 全41件中、最 も被害 が多 か
った加 害動 物 は イ ノ シシ(25件 、61.0%)で、次
いで カ ラス(10件、24.2%)、クマ(3件 、7.3%)、
ハ クビシ ン(1件 、2.4%)、その 他(1件 、2.4%)
で あ った。 野 生動 物 に 関す る知 識 につ い て質 問 を
行 っ た と ころ、 ハ ク ビ シン、 アナ グマ に つ いて は
写 真 の認 識 と名前 を回答 で きなか った農 家 が多 か
っ た(ハ ク ビ シ ン16人、66.7%、ア ナ グマ16人 、
66.7%)。ハ クビ シ ンにつ いて は3人(12.5%)が
違 う名前(リ ス2人 、 ムサ サ ビ1人)を 答 えた。
テ ンに つ い て は写 真 を15人(62.5%)が認 識 で き
た が 、 そ の う ち 名 前 を 答 え ら れ た の は9人
(37.5%)であ り、残 りの5人(20.8%)は 違 う名
前(イ タチ4人 、 ムササ ビ1人)を 答 えた。 また 、
ハ ク ビシ ン、 アナ グマ 、 テ ンにつ いて 、 名前 を答
え られ な か っ た 、 ま たは 違 う名前 を 答 え た農 家
(ハク ビ シ ン19人、 アナ グ マ8人 、 テ ン15人)に
対 して動 物 の 名 前 を提示 し、名前 を聞い た ことが
あ るか聞 い た と ころ、 「名前 を聞 い た こ とが な い」
と答 えた農 家 は 、ハ ク ビシ ン7人(36.8%)、アナ
グマ3人(37.5%)、テ ン3人(20.0%)であ った。
他 の動 物 に比 べ る と、ハ ク ビ シン、 アナ グマ 、 テ
ンの 存在 、 また は名前 が農 家 に は正確 に認識 され
て いな い こ とが示 され た。 中道町周 辺 にお け る野
生 動 物 の生 息 につ い て は、 イ ノシ シ、 クマ は24人
中す べ て の農家 が生息 を認 識 して お り、サ ル 、 タ
ヌキ、 テ ン、キ ツ ネ、 ウサ ギにつ いて も 「生息 し
てい る」と認 識 してい た農 家が 「生 息 して い ない」
と答 えた農 家 よ りも多か っ た(サ ル13人、54.2%、
タヌ キ17人、70.8%、テ ン12人、50.0%、キ ツネ
19人、79.2%、ウサ ギ16人、66.7%)。ハ ク ビ シ ン、
ア ナ グマ につ い て は 「生 息 して い ない」 と考 えて
い た 農 家 の 方 が 多 か っ た(ハ ク ビ シ ン15人 、
62.5%、ア ナ グマ15人、62.5%)。農作物 に被害 を





に認識 され ていた。 タヌキ、 キツネ、アナグマ、
ウサギ、テ ンは加害動物 と して認識 されていなか
った。
赤外線 自動撮影の機材の中で も、TrailMasterは
防水カメラとセ ッ トで作成 されており、野外での
使用が容 易であ ること、また、セ ンサー部は、作
動時間、反応感度(セ ンサー検知回数と検知時間




には最 も適 してい ると判断 され 、これを使用 した。
赤外線 自動撮影法の検討 は、中道町宿区で行い、
5月か ら10月までの間 に、ツキ ノワグマ、イノシ
シ、タヌキ、ハ クビシン、テ ン、キツネ、ノイヌ、
ノネコな どが撮影 され、この内、 タヌキおよびハ
クビシンでは果実 を採 食 している場面が撮影 され
た。これ らの調査の結果、野生動物 に関す る農家
の被害 に対す る意識 と実際の被害内容には差異 が
見 られ る可能性 が指摘 できた。被害対策には、客
観的な被害 内容の把握 が必要不可欠であることか
ら、今後 とも、様 々な地域で長期的に被害 内容 を
モニ タリングして いく。
今後 は、果樹被害の深刻な一宮町 において被害
の実態の把握 と被害対策(簡 易電気柵等)の 効果
の検証 を行 う。 また、同時に、一宮町 ・勝沼町 な
どの果樹地帯への分布拡大が懸念 され る大和村の









緑被率 は主に都市の 「み どりの潤い」 を示 す指
標 と して用 い られ る都市環境 指標 の一一つ で あり、
算 出対象地全体に対す る、植物体 による被覆面積
の 占め る比率 として求め られ る。指標自体の算出
は一回の除算であ り、複雑 な数学的処理 を必要 と
しない ため結果 を解釈 しやすい ことがその特徴で
あ る。
現在、本県では用途地域指定地域 を対象にグ リ
ッ ドセル(碁 盤の 目状の区画)を 算出単位 として
緑被率 を調査 し、その結果 をまとめている。
しか し、不整形 な緑被の状態 を空 中写 真 を目視、
または目視に近い方法で読み取 り、面積計算 を行
い、比率 を計算す る手法 は、職 人的技 術 と人力、
費 用を要 し、頻繁な計測 は不可能で あり、以下の
よ うな問題点 が挙げられ る。
・経済 など都市環境に関わ る要因の変化の速度
に対 し十分 に短い調査間隔が設定 しに くい
・個別の事業の評価のために必要 な精度へ変換
しに くい
・用途地域 指定 を伴 う新規事業 などに即座 には
対応で きない
一方 、空 中写真 と並ぶ リモー トセ ンシングの代
表 であ る衛星画像 は、大面積 を一回の通過 で撮影
し、頻 繁に撮影が行われ、同一面積のデー タ取得
単 価は安価 である。 また、数値情報 と してデータ
を採取 し、数値 的にデータを取 り扱 うため、デ ー
タの取 り扱 い手法は再利 用が可能である。
そこで、本研究 は、定期的に実施 されている現
行の緑 被率調査の結果 をより活用 しやすい もの に
す るための補助手段 として、衛星データを情報源
とし、「現行の緑被率によ り近い値 を示 し、現行
の緑被率 と対等 に使用で きる環境指標」 を計算す
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る手 法を開発す ることを目的 とす る。具体的 には
甲府盆地 内を対象に、衛星 デー タか ら緑被率 に対
して一定の誤差範囲の 「疑似緑被率」 を算出 し、
誘導 ・規制施策 などの目的に応 じた精度で提供で
きる手法の開発 を目標 としている(図 〉。
従来の方法
窒中写真撮影
r… … … 緑睡 ニタリンゲ　… … 驚
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平成12年度 は、解析対 象となる衛星 、セ ンサ を
選定後 、デ ータを入手 し、デ ータ補正作業 を行 っ
た。
デ ータ選定 にあたっては、データ取得 が可能 な
衛星 セ ンサの 中か ら解析手法の適 用可 能な期間 、
必要 な精度 、将来性などか ら総合的 に判断 し、最
も長期 にデ ータ取得が継続 してい るLANDSAT-




LANDSAr-MSSは過去 に さかのぼ る解析 を行
う必要が発生 した場合に有用であり、LANDSAr-




能 セ ンサ も検討 したが、一回のデー タ取得範 囲が
狭 く、デー タ取得頻度が低いこと、精度 の うち地
上分解能は4mと 高いが緑被率の算 出単位 と して
表 各衛星およびセンサの概要










































は有効であ るが本研究の 目的か ら逸脱す る こと、
現在取得 されているデー タの雲量が多 く解析 に不
安 があることなどか ら採用 していない。本研究の
応用的展開を図 る上で引 き続 き有用性 を検討す る
こととしたい。
解析 に用いる各セ ンサのデー タの選別には、甲
府盆地部分の雲 量の低い ことを第一と し、季節 ・
取得時期に偏 りがないように選別 した。
今後は、1)セ ンサ別の緑被率近似 モデルの構
築 、2)各 モデルの精度比較、3)長 期、中期の
緑被率の変動の抽出の作業 などを行い、緑被率推




る影響が懸念 されている。 したが って、環境 ホル
モ ンによる各地域の汚染の実態や影響の有無 を明
らかにすることは重要である。
環境ホルモ ンの中で も特 に女性 ホルモ ン様作用




(1漁の血清に含 まれ るビテ ロジェニ ン濃度調査
メス化の指標 としては、血清中に含 まれ る卵黄
蛋 自前駆 タンパ ク質 ビテ ロジェニ ン(Vtg)濃度
を測定す ることが有効である。 ビテロジェニ ンは
産卵期の メスの肝臓で盛んに合成 され、血液 を介
して卵巣に輸送 され たのち卵 に取 り込 まれて卵黄
タンパ ク質とな る。卵 を作 らないオスの血液 には
殆 ど含まれない と考 えられているが、女性ホルモ
ン様活性 を持 った化学物質や女性 ホルモ ンその も
のに暴露 された場合 は、オスの肝臓で も誘導合成
され血液中ビテ ロジェニン濃度がメス並 に高 くな
ることが知 られて る。
これ までに、桂川 ・相模川流域協議会 との共同
調査 も含めて、県内4カ 所 からコイを採捕 し、血
清 ビテロジェニ ン濃度 を測定 した。高感度分析法
を用いたため、 ビテロジェニ ンが検出 されたオス
で も認め られたがその濃度は低 く、少な くとも女




メス5尾)、 平等川(疾 風橋 、コイ、オス4尾 メ
ス1尾)、 河口湖(ヘ ラブナ、オ ス2尾 メス1尾)
で合計20尾の コイとヘラブナを採捕 した。
採 捕 した魚について、採血、外観観察(写 真撮
影)、年 齢推定のための鱗採取 、全長 ・体長 ・体
重測定 、生殖器観察 による性別判定、生殖腺重量
測定 、組織学 的観察のための生殖腺採取 を行った。
採血 し血液か ら血清 を分離 し、市販 キ ッ トを用
いた酵素 免疫測定法(ELISA)によって、血清中
ビテ ロジェニ ン濃度 を測定 した。
その結 果、荒川 と平等川 で採捕 されたオスの コ
イの血 清 中 ビテロジェニ ン濃度 はいずれ も0.1μ
g/ml未満 で低い値であった(表)。 また、河口湖
で採捕 されたヘ ラブナにつ いては、0.1μg/m1未
満 と0.6μg/mlであった。0.6μg/mlとい う値 は、
本県の オスのコイのデータと比べ ると比較的高い
値 で あるが、東京都が下水処理場放流 口付近 で調
査 した オスの コイのデー タで は50μg/mlの個体
が 多 く見 られることを考 え合わせ ると異常に高い
値 とは考 えられない。 しか しながら、ヘラブナに
関 す る調査報告デー タは殆 ど認め られ ないため、
適切 な評価のため には今後の情報の蓄積が必要で
ある、
(2)富士五湖湖水の女性 ホルモ ン様活性 に関す る調
査
オスの魚の血清 中ビテ ロジェニ ンを測定 して女
性 ホル モ ン様 活性 を有す る化学物質 による環境影
響 を調査す る手法 が使われる一方 、水その もの に
含 まれ る女性ホルモン様活性 を測定す る手法が全
国的に用い られるようなってい る。遺伝子組み替
え酵母 を用 いた方法で、女性ホルモ ンその もの あ
るいは女性 ホルモ ンと同様の作用を有する化学物
質 をこの酵母に加 えると、強い発色が認め られ る。
この方 法では、女性ホルモ ン様活性 を有す る化学
物 質を特定す ることは出来ないが、水質 を評価す
る方法 として有用である。
この方法を用いてこれまでに富士五湖湖水 を検
査 した ところ、河口湖 と山 中湖で他の湖 よ り高い
女性 ホルモ ン様活性 が認め られたため、平成12年
度 は河 口湖内で採水ポイン トを増や して調査 を行
った。
河口湖10地点(河 口湖湖心、船津沖 、河 口湖北
中沖 、自然生活館沖、 ミューズ館沖、鵜の島北 、
鵜の島西、勝山村西沖、奥河口湖 、長浜沖)で 採
水 し、湖水 に含 まれ る女性 ホルモ ン様 活性 と生物
化 学 的酸 素要 求量(BOD)、化学 的酸 素要 求量
(COD)、全有機炭素量(TOC)を測定 した。
BOD、COD、TOCには10地点間で差 は殆 ど認
め られ なか ったのに対 し、女性 ホルモ ン様 活性 は
地 点間の差が認め られ、活性の強 さ及び性 質か ら
採 水地点 を以下の3つ の グループに分けることが
で きた。
グル ープ1:女 性 ホルモ ン様活性が比較的低い
地点(奥 河口湖、長浜沖)。
グル ープ2:女 性ホルモン様活性が比較的高 く、
活性が主 に17β一エス トラジオール に代表 さ
れ る疎水性物質に由来す る地点(ミ ューズ館
沖 、勝山村西沖、鵜の島西)。
グループ3:女 性ホルモン様活性が比較的高 く、
活性 が疎 水性物質 と疎水性 が高 くない物質の
両 方に由来す る地点(船 津沖 、河 口湖湖心 、
河 口湖北 中沖、自然生活館沖、鵜の島北)。
グループ1は 河 口湖西部、グループ2は 河 口湖
中部 、グル ープ3は 河 口湖東部に位置 し、活性 の
高低及び特徴の違 いに地域性 が認め られ た。 これ
らの違いは、採水地点沿岸地域の環境の違 い を反
映 している可能性 も考 えられ る。
表 採捕された魚の血清中ビテロジェニン濃度
オ ス メ ス
採捕地点 魚 種
尾数 μ9/m1 尾数 μ9/ml
荒 川(荒川橋) コ イ 7 α1未満 5 0.1未満(1尾)、250以 上
平等川(疾風橋) コ イ 4 α1未満 1 23




































































入來正躬:国 際生気象学会誌編集長、 日本 自律神
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バ ス及びブルーギルを用いた環境 ホルモ ンの影
響 評価 に関す る研究」
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へ の応用例 一富 士北麓の植物種 把握 に関す る研
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小笠原輝:山 梨県産官学 ゼロ ・エ ミッシ ョン推進

































「環境 ホルモ ン ・ダイオキシン
ル」
瀬子義幸(環 境生化学研究室)
・ラ イ フ ス タ イ
杉 田幹 夫:山 梨県インターネ ッ ト博覧会審査会委































「桂川 ・相模川での コイを用いた環境 ホルモ ン
















































大 泉村(プ レ ・1000メートル セ ミナー)








































大 月市(富 士北 麓 ・東部地域活 力 あふれ る農
業 ・農村推進会議)


























県内外の市民一人ひ とりの環境 に配慮 した ライ
フスタイルの確立や、地域 における環境保全活動
を支援す るため、こどもか ら大人 まで誰 もが気軽









4月 596 1 19 615
5月 1,114z 121 1,235
6月 457 4 107 564
7月 838 3 139 977
8月 2,1653 56 2,221
9月 582 1 40 622
10月 603 z 290 893
11月 533 1 21 554
12月 286 1 12 298
1月 195 0 a 195
2月 204 i 20
3月 464 2 35
224
499
合計 8,03721 860 8,897
利用者 名簿 と職 員の視認に よれ ば、利用者 は、
大型 連休や学校 の夏季休業 中な どに集 中 しやす
く、地域的には首都圏が目立 った。
また、利用者 の年齢か らする と幼 児から小学校
高学年程度 までの親子や祖父母の利用が多く、単独
の大人では中高年の利用が比較的多いようである。
学習機 は、小学校高学年 から中学生 の利用 を想
定 した内容 となってい るが、機器の内容が開所以
来変化がな く、新鮮味に欠け るため利用者に対 し
て、よ り学習効果を上げるために、学習機 を利用
したチャレンジクイズ を実施 した。 また、エ ン ト
ランスホールの掲示や展示物 を工夫 した り、研究
所周辺の ネズ ミやメ ダカを飼育展示 して きた りし
なが ら、利用者 が興味 をもて るように して きたが、
今後 もさらに検討 していく必要 があるだろう。
3-1-2生 態観察園 ・自然観察路
ガイ ドウォーク(利用者数376名)
本館来館者の うち、希望者 に対 し、自由参加 で
生態観察園 ・自然観察路のスタッフ解説付 きガ イ
ドツアーを実施 した(概 要 は下に示す)。今後 さ
らに基本的な内容 を検討 し、利用者の増加 と学習
効果の促進 をね らいたい。
開 催 日:5月 ～10月
日曜 ・休 日




察園等を利用 して自然環境の保全の重要性 を考 え
させ るほか、水 ・大気 ・森林等、 日常生活 が原因
となっている地球規模の環境問題 について環境 学
習室 ・研修室 を利用 し、自ら考 え身の回 りの こと





県 内 県 外 計
団体 人数 団体 人数 計
小 学 校 68 4,73914 902 5,636
中 学 校 19 1,3059 953 2,258学
校 高 等 学 校 3 367 6 1,0591,426
小 計 90 6,40629 2,914軌320
子ども・親子 S 278 2 96 374
学校
外
学生 ・成人 23 641 S 273 919
小 計 31 919 10 369 i,2as
合 計 121 7,32539 3,28310,608
表3月 別受講者数
県 内 県 外
月
団体 人数 団体 人数
計
4月 z 361 4 758 1,119
5月 21 i,4so4 335 1,815
6月 12 801 7 844 1,645
7月 9 566 7 506 1,072
8月 8 244 4 193 437
9月 9 418 7 501 919
10月 39 2,429 1 41 2,470
11月 12 517 i 12 529
12月 2 76 0 a 76
1月 3 206 0 0 206
2月 2 117 1 14 131
3月 z 110 3 79 189
合計 121 7,32539 3,283 10,608
(考 察)
平成11年度の153団体10,127名に続 き、平成12
年度 は160団体、10,608名が利用 し、年 間1万 名
以上の利用が定着 したと言 える。
学校利用 は遠足 や林 間学校 を利用 した小学校が





講 や女性 団体、高齢者学級 などの学習団体が多い。
県外への周知 はインターネッ トや旅行代理 店か ら
の情報 によって さらに進み、受講団体 が増 えてい
る。 人数比 で約3割 が県外の受講者 で あ った。
県外学校の利用では4、5月 の修学旅行や新 入生
ガイダンスでの受講 が目立 ち、近隣に宿泊施設 を
有す る地域の夏休みの利用が多い。
今後更 に周知 され、特 に県外の受講 団体数 は増
加 す るこ とが予想 され る。当館 は環境 省 に よる
「総合環境学習 ゾー ン ・モデル事業」の拠 点施設
で もあることか ら、県外団体の受け入れ も県内団
体 と区別せず に進めてい くように姿勢変更 をして
きた。 しか し、東海や東北地域の中学高校の修学
旅行等 を受 け入れ るためには、多人数 を短時間で
こなす学習 プログラムが必要である。学習内容や
接応の質を維持 しなが ら受 け入れてい く努 力は欠
かせ ないところで ある。 また、多様なニーズに答
えるために、成人向けの プログラムも更 に充実 し
てい く必要 がある。
学校 に対 して実施 して きた ア ンケー トに よ る
と、内容の評価は非常に高 く、特 にスタ ッフの応
対に関 してはほぼ満点の満足度 を得てい る。今後




身の回 りの環境 を題材 として、環境 の調査等 、
現状の把握や環境理 解の方法 を学習 させ るため、





人間によって周 りの環境にば らまかれてい るゴ
ミが、自然や人間自身にどのような影響 を及ぼ し
ているのかを、実際に富士吉田市や富士 山麓 で調
べた。そ して、散乱 ゴ ミの現状や活動の中で考 え






第2期 「水 とわた したち」
平成12年6/10、18、24(受講者数109名)
身近 な川 を対象 に、水生動物や植物 を観察 し、
彼 らを取 り巻 く水環境について調べた り、地球の
水環境について学んだ りした。 また、実際に植物
を植 える活動 を取 り入れ、その中で水環境が生態
系に大 きく影響す ることを認識 し、現在の人間の
生活 と水の関わりについて考えた。
第3期 「環境 につ いて調べよう」
平成12年7/23、8/3(受講者数35名)
夏休み を利 用 して、身の まわ りの環境 について
個 々の子 ど もが調べてみ たい と思 うテーマ を決
め 、自 ら進んで学習で きるよ う支援 した。特 に、
家や学校の まわ りの生 き物や大気、騒 音、ゴ ミ問
題等について調査の方法 と研究の進め方を具体的
にア ドバ イス した。
第4期 「森 をつ くる生 き物 たち」
平成12年8/17、10/14、11/4
(受講者数41名)
身近な森 には様 々な動物 がくらしていることを
知 るために、動物 と出会 うことので きる観察場所
を森の中に設置 した。また、森の役割 や、自分達
の普段 の生活が森に及ぼ してい る影響 について学
び、最終 日は夜間の動物の生態 を森の中で観察 し
た。
●おやこ環境講座(4回 受講者数延べ97名)
第1回 「うつ してみよ うことりのはね」
平成12年5/13(受講者52名)
親子で鳥の形 を した木に色 をつ けることを通 し
て、自然の中にある色 をとらえ、表現す る方法を
体験 した。 また、研究所周辺の森の散策や動物の





い、小 鳥等の小動物 を観察す る方法 を学習 した。
そ して 、自然 との共生のひ とつの手段 として、生
き物が暮 らしやす い環境づ くりを考 えながら野鳥









第3期 「雑草か ら紙作 り」
平成12年11/19、20(受講者数35名)
参加者の持 ち寄 った身近 な自然の中にある雑草
を煮沸 、漂白 して紙す きをおこない、乾燥 させ て
自然の風合い豊かな紙 を製作 した。その活動 を通




自然や人体の仕組み、環境 と人の生活 との関 わ
り、環境 問題 などについての理解 を深 め、自分 た
ちの ライフスタイルや環境 に対す るはた らきかけ
の方 法について考 えさせる事 を目的に、科学的な
デ ータや知見、研究所の研究成果 などを取 り入れ、
わか りやすい内容で構成 した県民対象の講座 を開
催 した。
講 演テーマ と講師 を以下 に示す。
第10回 平成12年7/2(受 講者数34名)
テーマ 「身近な自然の楽 しみ方 と環境問題」
講 師 今泉吉晴(都留文科大学教授)
内 容 地域の 自然 を知 る楽 しみ とは
動物の心を読 む実例の紹介
第U回 平成12年11/12(受講者数24名)












丁■ 鳶 鞍・.聾藁 衡
3-1-5環 境観察
●身近 な環境調査(参 加校 数95校)
児童 ・生 徒の環境 への興味 ・関 心 を高 め るた
め 、県内各地で身近 な生物 を対象 と して、児童 、
生徒に よる環境調査 を実施 した。
調査結 果は掲示用地図などにまとめて参加校に




《季節の訪れ調査》 ソメイヨシ ノの初咲 き
校 数 市町村数 デ ー タ数 メ ッシ ュ数
73 36 73 72
《汚染度調査》酸性雨
校 数 市町村数 デ ー タ数 メ ツシ ュ数
19 19 19 19
《自然度調査》 トンボ
校 数 市町村数 デ ー タ数 メ ツシ ュ数
15 12 560 124
生息確認箇所(メ ッシュ数)
オニヤ ンマ98 ギ ンヤ ンマ 60
●地域環境観察(3回 参加者数延べ85名)
地域 の自然や環境 を新たな視点か ら捉 えること
によ り、地域環境への興味 ・関心 を高 めることを





土壌 の形成 過程 、溶岩樹型 や動物の痕跡の観察 、
及び、富士山や 自然生態系の成 り立 ちにつ いての




八 ヶ岳山麓の川俣川渓谷ハ イキ ング、三分一湧














きたのか歴 史的側面か らもとらえて考 えた。
3-1-6イ ベ ン ト
●企画展示(4期 鑑賞者数概算4,325名)
専門家や愛好家の写真や 「こども環境 講座」で






















(※人数は受付 を した数。実際 はそれ以上 の人 が
鑑賞 している。)
●環 境 映画 会(2期 鑑 賞者 数1,100名)
「や まな し地 球 環境 映 画会'00Part1」
平成12年4/29、30、5/3、4、5、6
(鑑賞 者 数607名)
ア ー ス ビジ ョン組 織委 員 会主 催地 球環 境 映像 祭
優 秀作 品等 を上 映
(協力 アー ス ビジ ョン組 織 委員 会)
「や まな し地 球環 境 映 画会'00Part2」
平成12年8/5、6、12、13、15
(鑑賞 者 数493名)
ア ー ス ビジ ョン組織 委員 会主 催地 球環 境 映像 祭
優秀 作 品等 を上 映
(協力 アー ス ビジ ョン組 織 委員 会)












供」「資料の提 供」「教材教具の貸 し出 し」 など、
必要 な支援 を行った。
(考 察)
環境に関す るイベ ン トや研究会、講演会、会議
等への施設提供 は、本事業が周知 されるにつれて
57




合 計 65 2,190
増 えて きてい る。
学習備 品等 の貸 し出 しは、「総合 環境 学習 ゾー
ンモデル事業」による環境庁 か らの資機 材提供 を
受 け、研究所備 品を含めて秋か ら実施 しているが、
今後事業が周知 され るに連れて利用は増 えると思
われる。
指導者派 遣は学校 やHIA等の教 育活動団体 か
らの依頼 が増 えてきてい る。特に総合学習や外部
指導者の派遣要請 は各校で計画中で あり、確実に








プ的 な研修会 を開催 した。
● 実践活動指導者育成
(利用団体数3団 体82名)
地域 にお ける環境保全活動 の推進 を図 るため 、
行政職や地域 の環境活動推進委員、各種 団体 の リ
ーダーなどの研修 として学習会 を実施 した。
● エコロジー相談(相 談者55件73名)
環境学習 を円滑に進めるため、実施上の障害や
疑問 などにつ いて相談に応 じた。特 に学校 に導入
されつつ ある 「総合的な学習の時間」 にお ける小
中学生 か らの質問や、教師へ指導上の助言や資料


















各種企画事業 により作成 し、実践検証 して きた
プログ ラムや教材 は、汎用性の あるもの に加工洗







習 プログラムを来所団体等に対 して実施 し、実践
的な検証 を行った。
その結果 を踏 まえ、県民が より興味 ・関心を持





一 般 書 6,919冊














和雑誌 紀 要 60タイ トル逐 次
刊行物 行政資料
179タイ トル
小 計 349タイ トル
洋雑誌 119タイ トル







ビデオ利用 人 数 1,097人
本 数 481本















とんどが総合的な学習に関連 した もの となって い
る。
また、開所か ら4年 目を迎 え、常連の利 用者 も
増 えてきたことか ら、提供する資料 により一層新
鮮 さが求め られ るよ うになってきた。資料の収集
においては、年度 当初 より利 用の落 ち込みが見 ら
れたAV資 料の充実 を図ることと し、ビデオ を重
点的に収集 した。
4-3ネ ッ トワ ー ク
研 究 所 の ネ ッ トワ ー ク は次 頁 の 図 に示 す とお
り 、本 館LANと イ ン タ ー ネ ッ ト ・セ グ メ ン ト
(LS.)とに大 き く分 か れ 、その 間 は フ ァイ ア ー ウ
ォール(FW)に よ って選 択 的 に分 離 ・接 続 され
てい る。本 館LANは 、環境情 報 デ ー タベ ー ス ・サ
ーバ 、学 術情 報 検索 用 端末 、情 報 閲覧 用端 末 、 総
務 部 門の端 末 な どか ら構 成 され る。
1.S,には、本 館 に電 子 メール サ ーバ 、DNSサ ー
バ 、HTrpサ ーバ な どが置 か れ 、2つ の棟 の 間 に
敷 設 され た光 ケ ー ブル を介 して 、研 究棟 の端 末 が
接 続 され て い る 。 研 究 所 の1.S.を、 専 用 回 線
(192kbps)で県庁1,S.に結 び 、 県庁1.S.から専 用
回線 経 由 で民 間 の イ ンター ネ ッ トサ ー ビ ス プ ロバ
イ ダ ー(TrCN)と 接 続 して お り、電 子 メー ル の
送受 信 、WWW(WorldWideWeb)閲 覧 を は じ
め 、種 々の イン ター ネ ッ トサ ー ビ スが利 用 可能 で
ある。











デ ー タベ ー スサ ー バ
WfndowsNTサー バ
NetWareサー バ
学術 情 報検 索 ・
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4-4イ ンターネッ トによる情報提供
研究所の ネ ッ トワークを利用 し、研究所内 に設
置 したHTrpサ7バーによ りWWW情 報提供 サー
ビ ス を 行 って い る。 ホ ー ム ペ ー ジのURLは
http://www湧es.prefyamanashijp/である。
ホームページは施設概要、事業 内容の紹介等か
ら構成 されている。平成12年度 は、記者発表 資料
を新 た に掲 載す るとともに、環境教育 のペー ジ、
山梨 日日新聞に掲載 された研究所 に関する記事等
の情報 を随時更新 した。
4-5環 境情報提供システム
情 報 センターに設置 しているコンピュー タによ
り、山梨の環境 に関す る情報を提供 してい る。









平成12年度 は、自然環境の 「動物」 「植物」 に
ついて、データを追加 、修正す るとともに、平成












誌 名 所.蔵 巻 号
1 BINOS voL3一(欠 あ り)
z BIOCITY n。,1一 吹 あ り)
3 CE777A NO.B
4 INTERN団rm㎎a鋤e 1997.4.一
5 Inte㎜dona且Maga頭皿eGEO 第4巻 第4号 一第5巻 第10号
6 MACL[FE 第9巻 第4号 一
7 MacUser 1997/4号一1998/4号
8 New[on 第17巻第4号 一
9 Outdoor 第22巻第4号 一
10Quark 第16巻第5号 、第6.号
11 SClaS 97/4/04-2000/12月号
12 S-NRA 第4巻 第4号 一第7巻 第7号
13漁 vol.6一(欠あ り)
is UNIXMAGAZINE 第12巻第4号 一
15 UNIXUSER 第6巻 第4号 一
lfiエ コ ソ フ ィア 第1号 一
17 かがくの とも 1979年3月号一(欠 あ り)
18科学 VOL67NO.4一
19 かがく らんど 第3巻第8号一第19巻第12号1欠あり)
za かんき よう 平成4年4月 号 一(欠 あ り}
zi 環境情報科学 6巻 一2号 一(欠 あ り〉
22 環境情報科学 別冊 第7回 一第12回(欠あ り)
23環境と公害 第26巻第4号 一(欠 あ り)
24 ガー デ ン&ガ ー デ ン no.1一
25 グ リー ン レポ ー ト 2000年4月一
2fi岳人 1997年4月号 一
27 月刊 天文 ガイ ド 第33巻第4号 一
28 月刊廃棄物 第23巻第4号 一第26巻第3号
zs現代の図書館 vol.35no.2一
30 ザ ・や まな し 第13巻第5号
31 省エネルギー vo1.49No.5-voL52No.3(欠 あ1))
32生命誌 vol.1No.1一(欠 あ り)
33 た くさんのふ しぎ 1985年9月一(欠 あ り)
34図盲館雑誌 第91巻第4号 一
35 ナシ ョナル ジオグラフ{ック 日本版 1996年2月号 一
36 日経サ イエ ンス 第27巻第4号 一
37 日本野鳥の会大阪支部鍛 第79号一(欠 あ り)
38 日本野鳥の会広島県支部年報 昭和63年度 一(欠 あり}
39東中国クマ集会報告書 第1回 一
40本の雑誌 19974月 号 一
41 ポ カラ VoL3-V6124(欠あ り)
42野鳥 第39巻第1号 一
43野鳥をたずねて 25年一(欠 あ り)
必 山と渓谷 1997年4月号一(欠 あり〉
45山口野鳥 23号一(欠 あ り)
妬 山梨の自然保護教育 第11号
47 山梨県気象月報 昭和62年1月一平成12年3月(欠あり}
48 山梨県気象年報 昭和62年一(欠 あり)
49 山梨県史研究 第7号
50 用水と排水 第39巻第4号 一
51 ラバ ン 第2巻 第2号 一 〔欠あり}
52 サ イクル文化 54一
学術洋雑誌(新規受入)
学術和雑誌
誌 名 所 蔵 巻 号
1 bit 1997年5目.号一
z 宇宙生物科学 第10巻4号一(欠 あ り)
3 衛生化学 Vo1.43No.2-Vo1.43No.fi
4 化学 第55巻第6号 一
5 火山 第42巻第2号一第46巻第1号(欠あり)
fi環境科学会誌 第8巻 第2号 一(欠 あ り)
7 環境と測定技術 第24巻第4号 一第27巻第3号
8 環境変異原研究 Vo1.16No.3-VoL21No,2{欠あ り)
9 学際研究 No.29一(欠あ り)
to学術月報 第50巻第5号 一
11学術の動向 第1巻第L号一第3巻第n号(欠あり)





17昆 鍛 ニ ュ ー シ リ ーズ Volume1,Number]一
18資源環境対策 第33巻第4号一第36巻第5号 〔欠あり)
19森林科学 No.17-No.20(欠あ り〉
za GIS一理論 と応用 VOLSNO.2一
21助成財団一募集要覧 1998一
zz 実験医学 第15巻第6号 一(欠 あり)
23 自律神経 VoL13No,2-Vd,34No.6(欠あり)
L4 水利科学 第41巻第1号 一
25 生化学 VoL67No2-VoL71No.11(欠あ り}
26 生体の科学 第49巻第2号 一
27組織培養研究 第14巻1号一(欠 あり}
ze 蛋自質 核酸 酵素 VOL40NO.8一(欠 あ り)
29 長寿科学総合研究 1993Vo1.3一〔欠 あ り}
30地理 第42巻第5号 一
3] 地 理学評論Ser.B Vol.70No.1一
32 地 理学評論Ser.A 第70巻第5号 一
33電子情報通信学会論文誌D-1 vOLJ80-D-INO.5一 〔欠 あり)
34 電 チ情報通信学会論文誌D一 皿 VOLJ80-D一皿NO,5一 〔欠 あり)
35電チ情報通信学会誌 Vol.80No.5一(欠あ り)
36 日本応用動物昆虫学会誌 第41巻第1号 一
37 日本生気象学会雑誌 12一第33巻3号 〔欠 あ り}
38 日本生態学雑誌 第41巻第1号 一(欠 あ り)
39 ロ本生理学雑誌 42巻8・9号 一(欠 あ り〉
40 日本農芸化学会誌 第66巻第3号 一 〔欠あ り)
4] 口本病態生理学会雑誌 Vd.lNo,2-Vo1,5Nα2(欠あり}
42 H本微生物生態学会誌 VolumellNumber1一
43 日本野生動物医学会 VoL2No.2一(欠 あ り)
44 日本緑化工学会誌 第23巻第1号 一
45 日本 リス ク研究学 会誌 第7巻 第1号 一第9巻 第1号
4fi日本老年医学会雑誌 V6■.30No.1-VoL35No,12〔欠 あ り 〕
47 にほんのか わ 第78号一(欠 あ り)
4E 人間と環境 第23巻第1号 一
49熱帯研究 第5巻 第3/4号 一(欠 あ り)
sa ぶ んせ き 1997年4月一
5] 分析化学 第46巻第4号 一
52 放射線科学 第39巻第8号 一(欠 あ り)
53 放射線生物研究 第30巻第3号 一(欠 あ り)
54 山梨医科大学雑誌 1巻1号 一(欠 あり)
u 陸水学維誌 鴨且㎜e認n血 町1一Ψolu繭1num㎞1
56臨床体温 8巻1号 一14巻2号(欠 あり)
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5交 流
5-1公 開 セミナー ・シンポジウム
●山梨県環境科学研究所国際セミナー2000





資源 ・物 資の リサイクル問題 を交 えて取 り上
げ、国連大学のゼ ロエ ミッシ ョン構想 と、山梨
の特性 を踏 まえた山梨 ミニ地球モデルを中心に、
オ ランダや ドイツの事例 を紹介 しなが ら循環型
社 会の形成 を如何に進めてい くかについて議論
した。
・ヒ トと自然の共存
自然 との共生 、生物 多様性 とい う言葉 をキー
ワー ドに、環境計画における課題や問題点 を指
摘 し、実際 に、生態系の保全や絶滅 が危惧 され
る動植物の保護に携わっている市民や学校 ビオ
トープ活動 などを紹介 しなが ら自然 との共存の
可能性 を探 った。
・ヒ トの健康 と地域循環
経済成長 を重視す るあまり環境へ の負荷 を顧
み なかった イン ドネシアのケースス タデ ィ及び
地域環境 と健康問題 との関連性 をアジアとア フ




持続 可能 な地域計画を実際 に行 う上で考慮 し
なければ ならない生物相の物理的 な側面、つ ま
り生物 の移動空間(コ リ ドー)の 確保 などにつ
いて検 討 し、自然環境 の保全 に必要 な環境 計画
とその管理上の手段 ・技術を米国 グラン ドキ ャ































































































ランデ ィ ・ギム レッ ト(ア リゾナ大学準教授)
クリスチナ ・フォン ・パ ーレン(ハ ノー ヴァー
大学教授)
パネル デ ィスカ ッシ ョン
「持続可能 な山梨の地域づ くり」
司 会:横 張真(筑 波大学)
パネ リス ト1
鈴木嘉彦(山 梨大学)
笹岡達男(環 境庁生物 多様性 センター)
中川重年(神 奈川県 自然環境保全 セ ンター)
今木洋大(山 梨県環境科学研究所)
小笠原輝(山 梨県環境科学研究所)
研究者 に加 えて、数多 くの県民の方 々に も参
加 してい ただ き、参加者全員 が各々の立場で21
世紀 に向 けての大 きな課題である 「持続可能 な
地域社会」 を 目指 して努力 してい く必要性 を共
通認識 と し、その実現に向 けてお互 いに協力 し
てい くことを共同宣言 として採択 した。
参加者数 約150人








































入 來 正 躬
副所長
三 井 真 機
客員研究員
鈴 木 継 美
(前環境庁国立環境研究所長)





課 長 岩 澤 広 一
総務担当
副 主 査 富 田 均
主 任 相 澤 正 仁
技 術 員 小 山真 紀
臨 時 職 員 勝 俣 幸 子
環境教育
主 査 渡 辺 久 幸
副 主 査 小 口 尚 良
非常勤嘱託 倉 澤 和 代
非常勤嘱託 白須真由美
非常勤嘱託 櫻井みよ子
臨 時 職 員 高 山 奈 央
環境情報センター
主 任 長 沼 浩 枝
主 任 堀内ゆき江
研 究 員 杉 田幹 夫(兼務)
研 究 員 池 口 仁(兼務)
自然環境研究部
地球科学研究室
主任研究員 輿 水 達 司
研 究 員 内 山 高
臨 時 職 員 門 西 恵
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植物生態学研究室
研 究 員 中野 隆 志
研 究 員 大 塚 俊 之
臨 時 職 員 安 部 良 子
動物生態学研究室
研 究 員 北 原 正 彦
非常勤嘱託 今 木 洋 大
臨 時職 員 渡 辺 牧
環境生化学研究室
主幹研究員 瀬 子 義 幸
研 究 員 長谷川達也
臨 時 職 員 保 坂 仁 美
環境健康研究部
環境生理学研究室
研究管理幹 永 井 正 則
非常勤嘱託 臼 井 信 男
臨 時 職 員 佐 藤 昭 子
生気象学研究室
特別研究員 柴 田 政 章
研 究 員 宇 野 忠
臨 時 職 員 梶 原 通 代
人類生態学研究室
主幹研究員 本郷 哲 郎
研 究 員 小笠原 輝
臨 時 職 員 佐 藤 香 織
地域環境政策研究部
環境計画学研究室
特別研究員 宮 崎 忠 国
研 究 員 杉 田 幹 夫
臨 時 職 員 佐 藤 美 紀
緑地計画学研究室
研 究 員 池 口 仁
非常勤嘱託 後 藤 厳 寛
臨 時 職 員 渡 邊 文 子
倫理委員会
委員長 入 來 正 躬
委 員 三 井 真 機
柴 田政 章
宮 崎 忠 国
動物実験倫理委員会
委員長 入 來 正 躬
委 員 三井 真 機
輿 水 達 司
永 井 正 則
杉 田 幹 夫
動物運営委員会
委員長 永 井 正 則
委 員 相 澤 正 仁
今 木 洋 大
瀬 子 義 幸
宇 野 忠
中央機器運営委員会
委員長 瀬 子 義 幸
委 員 本 郷 哲 郎
内 山 高
中 野 隆 志
宇 野 忠
広報委員会
委員長 輿 水 達 司
委 員 富 田 均
渡 辺 久 幸
長 沼 浩 枝
北 原 正 彦
臼 井 信 男
杉 田 幹 夫
編集委員会
委員長 永 井 正 則
委 員 富 田 均
中野 隆 志
本 郷 哲 郎
池 口 仁
ネットワーク管理委員会
委員長 宮 崎 忠 国
委 員 富 田 均
小 口 尚 良
長 沼 浩 枝
大 塚 俊 之
宇 野 忠
杉 田 幹 夫
池 口 仁
毒物 ・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会







平成5年2月 「環 境科学研究 所顧 問」(9
名)を 委嘱








































コ ンク リー トブ ロ ック
造 り 地 上1階
171.277m
管 理 棟
コン ク リー トブ ロ ック
造 り 地 上1階
98.280m






,殖 ・ 晶 名
























動物飼育観察室 ク リー ン ラ ッ ク
冷 凍 庫 室 超低温槽(一150℃)
ク リ ー ン ル ー ム ク リー ンル ーム及び内部機 器
敷 地 内 露 場 気象観測システム
























環 境 生 化 学
実 験 室
TOC自 動 分析装置
ドラフ トチ ャンバ ー
マ イクロプ レー トリー ダー
高速液体 クロマ トグ ラフ
高速液 体 クロマ トグ ラフ質量 分析 計
ICP-MS試 料導 入装 置
























緑 地 計 画 学
実 験 室








編 集 ・発 行
山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所
〒403-0005山梨県富士吉 田市上吉 田字剣丸尾5597-1
電 話:0555-72-6211
FAX:0555-72-6204
http://www.yies.pref.yamanashi.jp/
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